
令和５年度用『高校生の美術１』教科書 訂正のお願い

令和５年10月

　令和５年に供給いたしました教科書に，以下の訂正がございます。生徒の皆様，先生方にご迷惑をお

かけいたしましたこと，深くお詫び申し上げます。訂正を施した教科書は，令和６年度より供給させてい

ただきます。

　先生方におかれましては，訂正内容をご確認のうえご指導いただきますよう，謹んでお願い申し上げます。
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ボタンの仲間［鉛筆・色鉛筆・パステル・紙／27.8×17.6cm］ 1979

ホルスト・ヤンセン［ドイツ・1929～95］
ヤンセンはボタンの大きさの違いや形の面白さ、色の美しさに引かれて
スケッチした。

静物［油彩・キャンヴァス／25.5×40.5cm］ 1955
ルチアーノ・パヴァロッティ・コレクション蔵
モランディ美術館寄託 ［イタリア］

ジョルジョ・モランディ［イタリア・1890～1964］
モランディは食卓の瓶や器をありのままに捉え、それぞれ
の形の面白さを生かしながら並べ方を工夫して描いた。

ピーマンと3本の色鉛筆［色鉛筆・紙／35.5×43cm］ 1970

デイヴィッド・ホックニー［イギリス・1937～］
ホックニーは鉛筆とピーマンの形と色の組み合わせに着目し、白い紙の上に鉛筆とピーマンを並
べて、形と色を対比するように描いた。

P13    ホックニー

左：コモ湖畔のカフェにて
［水彩・紙／33×20.2cm］ 2016

右：神田松屋のざるそば
［水彩・紙／33.2×24cm］ 2016

永
なが

沢
さわ

まこと［東京都・1936～］

コラム｜日常を描く楽しみ

右の2点はちょっと出かけたカフェや旅先のレスト
ランで「描きたい」と思ったものから順番に描き
広げていく方法で描いた作品です。料理から描き
始めて、描いた料理を食べながら椅子や店内の様
子、人物などへと描き進めたのでしょう。描くこ
とを楽しんでいる様子が絵から感じ取れます。日
頃からスケッチブックを持ち歩き、好きなものを
楽しく描いてみましょう。

身近なものの特徴や美しさなどを基に、形や色彩、質
感などの効果を考え、構想を練ったり鑑賞したりする。

身近なものの特徴や美しさなどを捉えて表す
学習活動に、主体的に取り組む。

形や色彩、明暗、質感などの効果、全体のイメージなど
を捉え、線の強弱や絵の具などの特性を生かして表す。
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世
よ

続
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 1［単色木版・紙／26.2×36.4cm］ 1684
国立国会図書館蔵［東京都］

菱
ひし

川
かわ

師
もろ

宣
のぶ

［1618～94］ P119    師宣

夜
よるのあめ

雨宮
みや

詣
もうで

美
び

人
じん

図
ず

 4［多版多色木版・紙（中判錦絵）／
27.6×20.5cm］ 18世紀 東京国立博物館蔵

鈴
すず

木
き

春
はる

信
のぶ

［1725～70］

版元は現代の出版社のように企画を立て、絵師・彫師・
摺師に制作の指示を出した。また、完成後は販売の
役割も担

にな

っていた。

1. 版元

絵師は版元の依頼
を受けて墨１色で下
絵を描き、次に決定
稿となる版

はん

下
した

絵
え

を作
成する。

2. 絵師

彫師は版下絵を版木に貼り、「主
おも

版
はん

」という墨線の版を彫る。 絵師が配色の指示をした後、色数に
応じて色

いろ

版
はん

を彫る。

3. 彫師

摺師は版木で紙に摺って浮世絵を完成させる。最初に基準となる主版を摺り、次に面積の小さい色から色版を摺
り重ねた。

4. 摺師

版元、絵師、彫師、摺師の分業体制
浮世絵版画は版元が企画をし、絵を描く絵師、色数に応じて版を彫る彫師、
何種類もの版をずれないように摺り重ねる摺師らの共同作業によってつくられます。

絵師 彫師 摺師

版元

何
と
読
む

　  

で
し
ょ
う
か
?
①

＊判じ絵 P34下段「鑑賞のポイント」を参照。

鑑賞のポイント
A  雲

き

母
ら

摺
ず り

絵の具に雲
うん

母
も

の粉末を混ぜる技法で、背景の絵の具
を見ると光っているのが分かる。地の色によって、
白
しろ

雲
き

母
ら

摺
ずり

、黒
くろ

雲
き

母
ら

摺
ずり

、紅
べに

雲
き

母
ら

摺
ずり

などに分けられる。

B  空
か ら

摺
ず り

版木に絵の具を付けずに摺り、紙に凸凹を付ける方
法である。着物の白い襟

えり

や巻いた紙を見ると、凸凹
の陰影により模様や線が表現されている。

C  毛
け

割
わ り

細い線で髪の生え際を表現する技法である。この作
品では、櫛目を表すように彫った「八

や

重
え

毛
げ

」という手
法を用いている。

D  判
は ん

じ絵
この絵は判じ絵と言い、ある意味を絵や文字に置き
換えている。ここでは描かれた女性の名前が表され
ており、画面の上から扇・矢・花・扇で「扇

おうぎ

屋
や

花
はな

扇
おうぎ

」と
読む。

左：三
さん

世
せい

大
おお

谷
たに

鬼
おに

次
じ

の奴
やっこ

江
え

戸
ど

兵
べ

衛
え

（重要文化財）
［多版多色木版・紙（大判錦絵）／36.8×23.6cm］
1794 東京国立博物館蔵

東
とう

洲
しゅう

斎
さい

写
しゃ

楽
らく

［生没年不詳］
江戸兵衛が金を奪うため襲いかかろうとしている歌舞伎の一場面である。写楽が活
動したのは1年未満であったが、特徴を強調した役者絵など多数の名作を残した。

P32・119    写楽

右：扇
おうぎ

屋
や

花
はな

扇
おうぎ

（「高
こう

名
めい

美
び

人
じん

六
ろっ

家
か

撰
せん

」のうち）
［多版多色木版・紙（大判錦絵）／38.6×25.8cm］
1795～96 東京国立博物館

喜
き

多
た

川
がわ

歌
うた

麿
まろ

［1753頃～1806］
花扇は扇屋の最高位の遊女で、評判が高く人気があった。歌麿は、美人画に定
評があり、上半身を大きく描いた「大

おお

首
くび

絵
え

」など独創的な表現法を工夫した。

P37・119    歌麿

B
B

C

D

何
と
読
む

　

  

で
し
ょ
う
か
?
②

A

この絵も判じ絵で、
Ｐ34の中に
もう一つあります。
何と読むでしょうか？
判じてみましょう!
（答えはP129）

判
じ
て　み

よ
う

浮世絵版画の発展の歴史や、作品のよさや美し
さ、美術文化の継承と創造について考える。

浮世絵版画の歴史、作品のよさや美しさなどを
鑑賞する学習活動に、主体的に取り組む。

構図や色彩などの効果、版画の技術などに着目し、全体
のイメージや作風、様式などを捉える。
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目標

安土・桃山時代　桃山文化の美術 T～d

　戦乱の世が統一に進む過程で、富と権力を得た戦国大
名などのもと、新たに大規模な建築や創造的な美術作品
の制作が盛んになった。白

しら

鷺
さぎ

城
じょう

の別名をもつ優美な外観
の姫

ひめ

路
じ

城
じょう

など、姿の美しい城が建築された。二
に

条
じょう

城
じょう

二の
丸御殿大広間などは、大画面の障

しょう

壁
へき

画が描かれた豪華な
書院造である。
　また、絢

けん

爛
らん

豪華で力強く、創意に富んだ桃山美術の特
色は、金地の上に巨木が力強く表された檜

ひのき

図
ず

屏
びょう

風
ぶ

などの
大画面の絵画、秋

あき

草
くさ

蒔
まき

絵
え

歌
か

書
しょ

箪
たん

笥
す

のような調度類などに
もよく表れている。
　富を得た町衆たちも、桃山時代の文化を支えた。堺

さかい

の
千
せんの

利
り

休
きゅう

は､ 戦国時代から武将や豪商の社交として流行し
ていた茶の湯の諸形式を確立し、この頃に茶道として大
成させた。利休が完成し広めた侘

わび

茶
ちゃ

では、飾り気のない
茶
ちゃ

碗
わん

が喜ばれ、楽
らく

焼
やき

や志
し

野
の

焼
やき

などの新しい陶器が焼かれ
た。茶室は簡素でひっそりとした佇

たたず

まいのものがつくら
れた。利休の設計とされる待

たい

庵
あん

は、茶席が二畳という狭
小な空間ではあるが、竹材や藁

わら

、窓の配置や意匠の隅々
まで、質素で野生味を感じさせる心配りが行き届いてい
る。
　この時代の代表的な絵師には、狩

か

野
のう

派
は

の狩
か

野
のう

永
えい

徳
とく

、山
さん

楽
らく

、長谷川派を形成した長
は

谷
せ

川
がわ

等
とう

伯
はく

が挙げられる。等伯
は金

きん

碧
ぺき

障
しょう

壁
へき

画
が

や水墨画を数多く手がけ、特に水墨画では
独自の画風を打ち立てた。松

しょう

林
りん

図
ず

屏
びょう

風
ぶ

は、和風水墨画の
傑作と賞されている。また、この頃はスペインやポルト
ガル（南蛮）との交易が盛んになり、南蛮船の入港や交易
の情景を描いた南蛮屏風や、油絵の技法をまねて描く初
期洋風画など、いわゆる南蛮美術が流行した。

江戸時代の美術 e～r

　江戸時代に入ると、封建社会の仕組みが確立され、商
工業も発展した。武家や公家、僧侶や有力町人などの富
裕層だけではなく、一般的な町人や商人も経済力をも
ち、美術文化も多くの民衆の生活の中へと広がった。特
に京都や大阪などの上方と江戸の町人たちからは新しい
文化が生まれた。政治や治安が安定し鎖国体制が確立す
ると、日本独自の美術文化が発展した。
　江戸時代の絵画の大きな特色に、琳

りん

派
ぱ

と浮世絵が興
おこ

っ
たことが挙げられる。
　17世紀前半、京都の俵

たわら

屋
や

宗
そう

達
たつ

が、大和絵や中国画に学
びおおらかで装飾性豊かな様式を生み出した。風神雷神
図屏風のように、金地を広やかな空間に見立て、機知に
富んだ大胆な構図と華麗な色彩、動きのある画面が特色
である。宗達から約100年の後、京都の尾

お

形
がた

光
こう

琳
りん

は宗達
の画風に強い影響を受け、宗達の様式に自己の造形感覚
と厳しさを加え、燕

か き つ ば た

子花図
ず

屏
びょう

風
ぶ

や紅
こう

白
はく

梅
ばい

図
ず

屏
びょう

風
ぶ

など洗練
された作品を描いた。さらに光琳の約100年後､ 江戸の
酒
さか

井
い

抱
ほう

一
いつ

は光琳を研究した上に繊細で写生的な感覚を盛
り込み、夏

なつ

秋
あき

草
くさ

図
ず

屏
びょう

風
ぶ

などを描いた。この3人に代表さ
れる装飾的な様式の流派を琳派と呼んでいる。
　17世紀後期、江戸では菱

ひし

川
かわ

師
もろ

宣
のぶ

が遊里や芝居町を題材
にした浮世絵を始め、人気を博した。18世紀には、多色
刷り木版画の技法や出版業の発達により、一枚刷りの浮

b 秋
あき

草
くさ

蒔
まき

絵
え

歌
か

書
しょ

箪
だん

笥
す

（重要文化財）
［蒔絵／38×31.5×22cm］ 16世紀 高

こう

台
だい

寺
じ

蔵［京都府］

d 松
しょう

林
りん

図
ず

屏
びょう

風
ぶ

（国宝・右隻）
［紙本墨画・六曲一双／
各156.8×356cm］
16世紀 東京国立博物館蔵

長
は

谷
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川
がわ

等
とう

伯
はく

［1539～1610］

f 燕
か き つ ば た

子花図
ず

屏
びょう

風
ぶ

 （国宝・右隻）
［紙本金地着色・六曲一双／
各150.9×338.8cm］
18世紀 根

ね

津
づ

美術館蔵［東京都］

尾
お

形
がた

光
こう

琳
りん

［1658～1716］

P28    光琳

g 吉原の躰
てい

［単色木版・紙（墨
すみ

摺
ずり

絵
え

）／23×36cm］
17世紀 東京国立博物館蔵

菱
ひし

川
かわ

師
もろ

宣
のぶ

［1618～94］

P33    師宣

j 鷹
たか

見
み

泉
せん

石
せき

像
ぞう

（国宝）［絹本着色／
115.1×57.1cm］ 1837 東京国立博物館蔵

渡
わた

辺
なべ

崋
か

山
ざん

［1793～1841］

k 鳶
とび

鴉
からす

図
ず

（重要文化財）
［紙本墨画淡彩／二幅 各133.5×54.4cm］
1778～83頃 北村美術館蔵［京都府］

与
よ

謝
さ

蕪
ぶ

村
そん

［1716～83］

h 三
さん

世
せい

大
おお

谷
たに

鬼
おに

次
じ

の
奴
やっこ

江
え

戸
ど

兵
べ

衛
え

（重要文化財）
［多版多色木版・紙（大判錦絵）／
36.8×23.6cm］ 1794
東京国立博物館蔵

東
とう

洲
しゅう

斎
さい

写
しゃ

楽
らく

（生没年不詳）

P32・34    写楽

i 婦
ふ

女
じょ

人
にん

相
そう

十
じゅっ

品
ぴん

ビードロ吹き
［多版多色木版・紙（大判錦絵）／
38.1×24.4cm］ 1792～93頃
東京国立博物館蔵

喜
き

多
た

川
がわ

歌
うた

麿
まろ

［1753頃～1806］

P34・37    歌麿

e 風神雷神図屏風（国宝）
［紙本金地着色・二曲一双／
各154.5×169.8cm］
17世紀 建

けん

仁
にん

寺
じ

蔵［京都府］
京都国立博物館寄託

俵
たわら

屋
や

宗
そう

達
たつ

［生没年不詳］

c 待
たい

庵
あん

（国宝）
16世紀後半 妙

みょう

喜
き

庵
あん

［京都府］

千
せんの

利
り

休
きゅう

［1522～91］
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安土・桃山時代　桃山文化の美術 T～d
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に
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城
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壁
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図
ず

屏
びょう

風
ぶ

などの
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あき

草
くさ

蒔
まき

絵
え

歌
か

書
しょ

箪
たん

笥
す
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の
千
せんの

利
り

休
きゅう
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さん

楽
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は

谷
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川
がわ

等
とう

伯
はく
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林
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図
ず

屏
びょう

風
ぶ
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36

大はしあたけの夕立（「名
めい

所
しょ

江
え

戸
ど

百
ひゃっ

景
けい

」のうち）
［多版多色木版・紙（大判錦絵）／37.3×25cm］ 1856 山

やま

種
たね

美術館蔵［東京都］

歌
うた

川
がわ

広
ひろ

重
しげ

［1797～1858］
線状の雨は風景を邪魔することなく、絵に躍動感を与えている。広重は風景画に定評があり、
代表作として「名所江戸百景」「東海道五拾三次」などがある。

P120    広重

相
そう

馬
ま

の古
ふる

内
だ い り

裏
［多版多色木版・紙（大判錦絵）／各37×25cm］
1844頃 大英博物館蔵 ［イギリス］

歌
うた

川
がわ

国
くに

芳
よし

［1797～1861］
山
さん

東
とう

京
きょう

伝
でん

の読本『善
う と う

知安
やす

方
かた

忠
ちゅう

義
ぎ

伝
でん

』（1806年
発刊）を基にした武者絵。 平

たいらの

将
まさ

門
かど

の娘、滝
たき

夜
や

刃
しゃ

は、亡き父の遺志を継いで弟とともに復讐を
企てる。この作品は、相馬の荒れ果てた内裏で
源

みなもとの

 頼
より

信
のぶ

の家臣大
おお

宅
やの

太
た

郎
ろう

光
みつ

国
くに

と対決する場面を
表している。読本では、滝夜叉が妖術を使って
数百の骸骨を登場させるが、国芳は巨大な骸骨
の出現に置き換えて迫力のある作品とした。

甲
こう

州
しゅう

石
かじ

班
か

沢
ざわ

（「冨
ふ

獄
がく

三
さん

十
じゅう

六
ろっ

景
けい

」のうち）
［多版多色木版・紙（大判錦絵）／
25.7×36.6cm］ 1830～33頃
すみだ北斎美術館蔵［東京都］

葛
かつ

飾
しか

北
ほく

斎
さい

［1760～1849］
石班沢は流れの速い二つの支流が合流し
て富士川になる場所。投

と

網
あみ

する漁師を頂
点とする三角形の構図と遠景の富士山の
形が呼応する、安定した画面構成となって
いる。また、初摺りに近いものは藍のみで
摺られているのが特徴で、長崎交易を経て
日本にもたらされた舶来のプルシアンブルー
（ベロ藍）も用いられている。

P43・120    北斎

ジ ャ ポ ニ ス ム
と浮世絵版画
19世紀後半に日本の美術工
芸品が西洋の美術などの幅広
い分野に影響を与えた現象を
ジャポニスムと呼びます。印
象派の画家にも影響を与え、
ゴッホは浮世絵の模写を残し
ています。 P75・112    ジャポニスム

日本趣味：雨の大橋（広重による）
［油彩・キャンヴァス／
73.3×53.8cm］1887 
ファン・ゴッホ美術館蔵
［オランダ］

フィンセント・ファン・ゴッホ
［オランダ・1853～90］　 P8・11・23・112    ファン・ゴッホ

36

大はしあたけの夕立（「名
めい

所
しょ

江
え

戸
ど

百
ひゃっ

景
けい

」のうち）
［多版多色木版・紙（大判錦絵）／37.3×25cm］ 1856 山

やま

種
たね

美術館蔵［東京都］

歌
うた

川
がわ

広
ひろ

重
しげ

［1797～1858］
線状の雨は風景を邪魔することなく、絵に躍動感を与えている。広重は風景画に定評があり、
代表作として「名所江戸百景」「東海道五拾三次」などがある。

P120    広重

相
そう

馬
ま

の古
ふる

内
だ い り

裏
［多版多色木版・紙（大判錦絵）／各37×25cm］
1844頃 大英博物館蔵 ［イギリス］

歌
うた

川
がわ

国
くに

芳
よし

［1797～1861］
山
さん

東
とう

京
きょう

伝
でん

の読本『善
う と う

知安
やす

方
かた

忠
ちゅう

義
ぎ

伝
でん

』（1806年
発刊）を基にした武者絵。 平

たいらの

将
まさ

門
かど

の娘、滝
たき

夜
や

叉
しゃ

は、亡き父の遺志を継いで弟とともに復讐を
企てる。この作品は、相馬の荒れ果てた内裏で
源

みなもとの

 頼
より

信
のぶ

の家臣大
おお

宅
やの

太
た

郎
ろう

光
みつ

国
くに

と対決する場面を
表している。読本では、滝夜叉が妖術を使って
数百の骸骨を登場させるが、国芳は巨大な骸骨
の出現に置き換えて迫力のある作品とした。

甲
こう

州
しゅう

石
かじ

班
か

沢
ざわ

（「冨
ふ

獄
がく

三
さん

十
じゅう

六
ろっ

景
けい

」のうち）
［多版多色木版・紙（大判錦絵）／
25.7×36.6cm］ 1830～33頃
すみだ北斎美術館蔵［東京都］

葛
かつ

飾
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北
ほく

斎
さい

［1760～1849］
石班沢は流れの速い二つの支流が合流し
て富士川になる場所。投

と

網
あみ

する漁師を頂
点とする三角形の構図と遠景の富士山の
形が呼応する、安定した画面構成となって
いる。また、初摺りに近いものは藍のみで
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日本にもたらされた舶来のプルシアンブルー
（ベロ藍）も用いられている。

P43・120    北斎

ジ ャ ポ ニ ス ム
と浮世絵版画
19世紀後半に日本の美術工
芸品が西洋の美術などの幅広
い分野に影響を与えた現象を
ジャポニスムと呼びます。印
象派の画家にも影響を与え、
ゴッホは浮世絵の模写を残し
ています。 P75・112    ジャポニスム

日本趣味：雨の大橋（広重による）
［油彩・キャンヴァス／
73.3×53.8cm］1887 
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7ページ
下段左

作家が亡く
なったため。

34ページ
下段右 所蔵先の表

記に統一する
ため。

119ページ
下段右

所蔵先の表
記に統一する
ため。

36ページ

中段左

「滝夜叉」の
ほうが一般的
かつ、数行
後に「滝夜
叉」と表記し
ているため、
より一般的な
表記に統一
する。



　大正末期から昭和初期にかけては、シュルレアリスム
や抽象主義などをもたらした前衛美術やプロレタリア美
術が登場したが、台頭した軍国主義のもとで活動は次第
に制約を受け、終息に向かった。

第二次世界大戦後の日本の美術 Ç～Ü

　第二次世界大戦後の美術は、美術団体の復活や再編成 

から出発したが、新しい傾向として団体に属さず独自の 

創作活動を進める作家も増えた。欧米の革新的な美術の 

受け入れも再び盛んになる一方、棟
むな

方
かた

志
し

功
こう

、菅
すが

井
い

汲
くみ

、浜
はま

口
ぐち

陽
よう

三
ぞう

などのように、国際的な版画の展覧会で高い評価 

を受けたり、海外で活躍したりする作家が登場した。 
1950年代には、吉

よし

原
はら

治
じ

良
ろう

を中心とした前衛美術集団「具
体美術協会」や斎

さい

藤
とう

義
よし

重
しげ

などが、絵画や彫刻など従来の
形式や技法の枠を打ち破る多様な表現を展開した。1960

年代には土、 石、木、鉄などの素材にあまり手を加えず
に展示する「もの派」と呼ばれる作家も現れた。菅

すが

木
き

志
し

雄
お

、関
せき

根
ね

伸
のぶ

夫
お

、李
り

禹
う

煥
ふぁん

などは配置した素材と周囲の空間
を意識させる作品を制作した。
　また、岡

おか

本
もと

太
た

郎
ろう

は1960年代以後数多くの国際展に
出品して高い評価を受け、絵画や彫刻のほか、デザイ
ン、評論など多方面に広く意欲的に活躍した。彫刻で
は、人体彫刻が主流であった1950年代に、堀

ほり

内
うち

正
まさ

和
かず

が
抽象彫刻の制作を本格的に始めた。
　戦後の経済復興と高度成長の中、東京オリンピックや 

大阪万博の開催という国家的イベントもあり、建築やデ
ザインも新たな展開を迎えた。建築では丹

たん

下
げ

健
けん

三
ぞう

が国
立代々木屋内総合競技場と付属体育館を独創的な形体で
設計した。デザインでは亀

かめ

倉
くら

雄
ゆう

策
さく

や田
た

中
なか

一
いっ

光
こう

など、グラ
フィックデザインの分野で人材を数多く輩出している。
　戦後の映画では黒

くろ

澤
さわ

明
あきら

の作品が世界的に高い評価を得
ており、手

て

塚
づか

治
おさ

虫
む

は漫画に映画的な手法を取り入れるな
ど新しい表現方法を確立した。

今日の日本の美術の展開 á～â

　多様に展開する現代の美術においては村
むら

上
かみ

隆
たかし

、奈
な

良
ら

美
よし

智
とも

、草
くさ

間
ま

彌
や よ い

生などが世界的な知名度を誇り、建築では磯
いそ

崎
ざき

新
あらた

、安
あん

藤
どう

忠
ただ

雄
お

、坂
ばん

 茂
しげる

、藤
ふじ

森
もり

照
てる

信
のぶ

が意欲的に活動し、
ファッションでは三

み

宅
やけ

一
いっ

生
せい

が注目を集めている。
　日本のアニメーションでは宮

みや

崎
ざき

駿
はやお

、大
おお

友
とも

克
かつ

洋
ひろ

、押
おし

井
い

守
まもる

、山
やま

村
むら

浩
こう

二
じ

、庵
あん

野
の

秀
ひで

明
あき

、細
ほそ

田
だ

守
まもる

、新
しん

海
かい

誠
まこと

などが世界的
に高い評価を得ている。日本の漫画は世界中で翻訳さ
れており藤

ふじ

子
こ

・F・不
ふ

二
じ

夫
お

、鳥
とり

山
やま

明
あきら

、荒
あら

木
き

飛
ひ

呂
ろ

彦
ひこ

、岸
きし

本
もと

斉
まさ

史
し

らが広い知名度を獲得している。メディア・アートパ
フォーマンスではダムタイプが、インタラクティブな映
像表現やプロジェクションマッピングでは高い技術力を
誇るライゾマティクス、teamLab、NAKEDが様々な場所
で新しい映像空間を創出している。
　また、21世紀には日本の様々な地域で国際的なアー
ト・プロジェクトが展開されるようになった。大地の芸
術祭　越後妻有アートトリエンナーレ、瀬戸内国際芸術
祭、横浜トリエンナーレなど、地域の課題や日常生活と
美術が出会うことから生まれる、関係性に着目した新し
い表現にも注目が集まっている。

É 白い円
［アクリル絵の具・キャンヴァス／
194×259cm］ 1967 大原美術館蔵［岡山県］

吉
よし

原
はら

治
じ

良
ろう

［大阪府・1905～72］

Ç パリの屋根［カラーメゾチント／18.3×18.4cm］
1956 国立国際美術館蔵［大阪府］

浜
はま

口
ぐち

陽
よう

三
ぞう

［和歌山県・1909～2000］

P144    浜口

Ü 新宝島（部分） 1947

作画：手
て

塚
づか

治
おさ

虫
む

［大阪府・1928～89］
原案構成：酒

さか

井
い

七
しち

馬
ま

P43    手塚

à 光の教会（日本キリスト教団 茨木春日丘教会） 
1989 ［大阪府］

安
あん

藤
どう

忠
ただ

雄
お

［大阪府・1941～］
â 君の名は。［カラー／107分］ 2016 

新
しん

海
かい

 誠
まこと

［長野県・1973～］

á 727［アクリル・キャンヴァス／300×450cm］ 1996

村
むら

上
かみ

 隆
たかし

［東京都・1962～］ P131    村上

Ö 東京オリンピック［103×72.8cm］ 
1962 復刻版1990

亀
かめ

倉
くら

雄
ゆう

策
さく

［新潟県・1915～97］
写真：早

はや

崎
さき

 治
おさむ

フォトディレクター：村
むら

越
こし

 襄
じょう

P73    亀倉

Ñ 無限状況［木］ 1970

菅
すが

木
き

志
し

雄
お

［静岡県・1944～］
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●
品
川
駅
│
名
古
屋
駅
間
で
リ
ニ
ア
が
開
業
予
定

ス
ペ
イ
ン
の
サ
グ
ラ
ダ・フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
完
成
予
定

●
日
本
国
際
博
覧
会（
通
称
二
〇
二
五
年
大
阪
万
博
）開
催
予
定

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
予
定

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
建
築
家
坂 

茂
が
プ
リ
ツ
カ
ー
賞
を
受
賞

●
宮
崎
駿
が
ア
カ
デ
ミ
ー
名
誉
賞
受
賞

●
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

●
テ
レ
ビ
放
送
の
完
全
デ
ジ
タ
ル
化

●
東
日
本
大
震
災

●
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
開
催

●
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
起
工（
│
一二
）

●
国
立
新
美
術
館
開
館

●
日
韓
で
サ
ッ
カ
ー・ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
共
催

米
国
で
同
時
多
発
テ
ロ

●
横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
始
ま
る

旧
火
力
発
電
所
を
テ
ー
ト・モ
ダ
ン
美
術
館
に
改
築

I
T
革
命

●
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

イ
ギ
リ
ス
、
中
国
に
香
港
を
返
還

韓
国
で
第
一
回
光
州
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
開
催

●
東
京
都
現
代
美
術
館
開
館

●
阪
神・
淡
路
大
震
災

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合（
E
U
）の
発
足

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
解
体

湾
岸
戦
争

東
西
ド
イ
ツ
統
一
、
冷
戦
終
結

シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
の
天
井
画
修
復
終
わ
る

天
安
門
事
件

オ
ル
セ
ー
美
術
館
開
館

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で
原
発
事
故

米
国
で
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
発
売
さ
れ
る

ピ
カ
ソ
の「
ゲ
ル
ニ
カ
」、
ア
メ
リ
カ
か
ら
ス
ペ
イ
ン
に
返
還

イ
ラ
ン・イ
ラ
ク
戦
争（
│
八
八
）

「
新
表
現
主
義
」の
興
隆

ア
プ
ロ
プ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
流
用
）の
美
術
現
れ
る

ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻

●
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結

パ
リ
国
立
近
代
美
術
館（
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー・セ
ン
タ
ー
）開
館

南
北
ベ
ト
ナ
ム
の
統
一

●
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
開
催

●
沖
縄
諸
島
が
日
本
に
復
帰

●
岡
本
太
郎「
太
陽
の
塔
」を
制
作

●
日
本
万
国
博
覧
会
、
大
阪
で
開
催

宇
宙
船
ア
ポ
ロ一一
号
月
に
到
着

●
東
京
国
立
近
代
美
術
館
開
館

「
ア
ル
テ・ポ
ー
ヴ
ェ
ラ（
貧
し
い
芸
術
）」運
動
開
始

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体（
E
C
）発
足

文
化
大
革
命（
│
七
七
）

ベ
ト
ナ
ム
戦
争（
│
七
五
）

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

ナ
ム・ジ
ュ
ン・パ
イ
ク
、
初
の
ビ
デ
オ・ア
ー
ト
作
品
発
表

ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
暗
殺

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
グ
ル
ー
プ「
フ
ル
ク
サ
ス
」結
成

ベ
ル
リ
ン
の
壁
構
築

●
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
本
放
送
開
始

イ
ヴ・ク
ラ
イ
ン
ら
に
よ
る
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー・レ
ア
リ
ス
ト
展
開
催

●
国
立
西
洋
美
術
館
開
館

●
東
京
タ
ワ
ー
竣
工

ソ
ビ
エ
ト
、
人
工
衛
星
打
ち
上
げ

●
G
マ
ー
ク
制
度
発
足

●
棟
方
志
功
が
日
本
人
で
初
め
て
版
画
部
門
で

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア・ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
金
獅
子
賞
を
受
賞

ド
イ
ツ
で
第
一
回
ド
ク
メ
ン
タ
開
催

●
広
島
で
第
一
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
開
催

●
テ
レ
ビ
放
送
の
開
始

ラ
ウ
シ
ェ
ン
バ
ー
グ「
コ
ン
バ
イ
ン・ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
」発
表

●
ユ
ネ
ス
コ
加
盟

●
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約・日
米
安
全
保
障
条
約
調
印

●
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
開
館

●
日
本
宣
伝
美
術
会
結
成（
│
七
〇
）

朝
鮮
戦
争（
│
五
三
）

中
華
人
民
共
和
国
建
国

マ
テ
ィ
ス
、
ヴ
ァ
ン
ス
の「
ロ
ザ
リ
オ
礼
拝
堂
」の
装
飾
に
着
手（
│
五
一
）

ポ
ロ
ッ
ク
が
ア
ク
シ
ョ
ン・ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
始
め
る

●
日
本
国
憲
法
公
布

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
で「
抽
象
表
現
主
義
」が
起
こ
る

国
際
連
合
成
立

●
広
島
と
長
崎
に
原
爆
投
下
。
第
二
次
世
界
大
戦
終
了

第
二
次
世
界
大
戦（
│
四
五
）

ナ
チ
ス
が
退
廃
芸
術
展
を
開
催

ワ
シ
ン
ト
ン・ナ
シ
ョ
ナ
ル・ギ
ャ
ラ
リ
ー
設
立

ピ
カ
ソ「
ゲ
ル
ニ
カ
」を
制
作

ス
ペ
イ
ン
内
戦（
│
三
九
）

ア
メ
リ
カ
で
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム（
コ
ダ
ク
ロ
ー
ム
）が
完
成

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
、
ニュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
を
開
始

ナ
チ
ス
に
よ
り
バ
ウ
ハ
ウ
ス
閉
鎖

●
日
本
最
初
の
オ
ー
ル
ト
ー
キ
ー
映
画
公
開

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館（
M
o
M
A
）開
館

世
界
恐
慌
が
起
こ
る

リ
ン
ド
バ
ー
グ
、
大
西
洋
横
断
無
着
陸
飛
行

エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
、
映
画「
戦
艦
ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
」公
開

●
ラ
ジ
オ
放
送
開
始

ア
ー
ル・デ
コ
展（
現
代
装
飾
美
術・
産
業
美
術
国
際
博
覧
会
）開
催

ブ
ル
ト
ン「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
第
一
宣
言
」を
発
表

●
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
の
グ
ル
ー
プ
、
マ
ヴ
ォ
結
成

●
関
東
大
震
災

ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
成
立

メ
キ
シ
コ
で
壁
画
運
動
隆
盛

ガ
ボ
、
ペ
ヴ
ス
ナ
ー
ら
が
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言

国
際
連
盟
設
立

ワ
イ
マ
ー
ル
に
グ
ロ
ピ
ウ
ス
ら
が
バ
ウ
ハ
ウ
ス
創
設

デ
ュ
シ
ャ
ン
が「
泉
」を
発
表
し
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

モ
ン
ド
リ
ア
ン
ら
が「
デ・ス
テ
イ
ル
」グ
ル
ー
プ
結
成

ロ
シ
ア
革
命

ア
ル
プ
、
ツ
ァ
ー
ラ
ら
に
よ
り
ダ
ダ
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

第
一
次
世
界
大
戦（
│
一八
）

カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
と
マ
ル
ク
が
表
現
主
義
の
雑
誌「
青
騎
士
」を
発
行

中
華
民
国
の
成
立
、
清
の
滅
亡

中
国
で
辛
亥
革
命
起
こ
る

マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ「
未
来
派
宣
言
」を
発
表

ピ
カ
ソ
と
ブ
ラ
ッ
ク
、
キ
ュ
ビ
ス
ム（
立
体
派
）を
創
始

●
第
一
回
文
部
省
美
術
展
覧
会

パ
リ
で
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム（
野
獣
派
）と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

●
日
露
戦
争（
│
〇
五
）

ラ
イ
ト
兄
弟
が
初
飛
行
に
成
功

サ
ロ
ン・ド
ー
ト
ン
ヌ
設
立

メ
リ
エ
ス
、
映
画「
月
世
界
旅
行
」公
開

ア
テ
ネ
で
第
一
回
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

パ
リ
に
装
飾
美
術・工
芸
品
の
店「
ア
ー
ル・ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
」開
店

●
日
清
戦
争（
│
九
五
）

モ
リ
ス
が
ケ
ル
ム
ス
コ
ッ
ト
印
刷
所
を
設
立

エ
ジ
ソ
ン
、
動
画
カ
メ
ラ
を
発
明

●
大
日
本
帝
国
憲
法
公
布

●
岡
倉
天
心
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
東
京
美
術
学
校
設
立

●
鹿
鳴
館
完
成

サ
グ
ラ
ダ・フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
着
工

●
京
都
府
画
学
校
創
立

●
日
本
初
の
官
立
美
術
学
校
、
工
部
美
術
学
校
設
立

第
一
回
印
象
派
展
、
モ
ネ「
印
象
│
日
の
出
」を
出
品

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
設
立

●
明
治
維
新

●
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
初
参
加・
出
品

落
選
者
サ
ロ
ン
で
マ
ネ
の「
草
上
の
昼
食
」が
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争（
│
六
五
）

ダ
ー
ウ
ィ
ン「
種
の
起
源
」で
進
化
論
を
提
唱

ク
ー
ル
ベ「
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」

ロ
ン
ド
ン
で
最
初
の
万
国
博
覧
会

ア
ヘ
ン
戦
争（
│
四
二
）

ダ
ゲ
ー
ル
の
銀
板
写
真
、
ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
が
公
開
さ
れ
る

ロ
ン
ド
ン・ナ
シ
ョ
ナ
ル・ギ
ャ
ラ
リ
ー
本
館
完
成

●
葛
飾
北
斎
の「
冨
嶽
三
十
六
景
」刊
行
開
始

ニ
エ
プ
ス
が
現
存
す
る
最
古
の
風
景
写
真
を
撮
影

プ
ラ
ド
美
術
館
開
館

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
皇
帝
に
即
位
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
が
主
席
画
家
と
な
る

●
江
戸
を
中
心
と
し
た
町
人
文
化
が
盛
ん
に
な
る（
化
政
文
化
） 

ヤ
ン
グ「
三
原
色
説
」を
提
示

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
発
足

フ
ラ
ン
ス
革
命（
│
九
九
）

ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争（
│
八
三
）

●
杉
田
玄
白「
解
体
新
書
」を
刊
行

ワ
ッ
ト
の
蒸
気
機
関
と
産
業
革
命

ル
ソ
ー「
社
会
契
約
論
」を
刊
行

大
英
博
物
館
創
設

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
完
成

●
上
方
を
中
心
と
し
た
文
化
の
興
隆（
元
禄
文
化
）

ニュ
ー
ト
ン
、
万
有
引
力
の
法
則
を
発
表

ル
イ一四
世
の
絶
対
王
政（
│
一
七
一
五
）

清
の
中
国
統
一

清
教
徒
革
命（
│
四
九
）

タ
ー
ジ・マ
ハ
ル
造
営（
│
五
三
）

●
日
光
東
照
宮
造
営（
│
三
六
）

●
徳
川
家
康
、
江
戸
幕
府
を
開
く

イ
ギ
リ
ス
、
東
イ
ン
ド
会
社
設
立

●
豊
臣
秀
吉
、
全
国
を
統
一

●
織
田
信
長
、
安
土
城
を
築
城

ポ
ル
タ
が
カ
メ
ラ・オ
ブ
ス
ク
ラ
を
提
案

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
起
工

●
ザ
ビ
エ
ル
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
伝
来

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス「
天
体
回
転
論（
地
動
説
）」を
発
表

「
最
後
の
審
判
」を
完
成

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
正
面
の
大
壁
画

イ
グ
ナ
チ
ウ
ス・ロ
ヨ
ラ
、
イ
エ
ズ
ス
会
を
創
立

マ
ゼ
ラ
ン一
行
が
世
界
一
周
達
成

ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
運
動
始
ま
る

レ
オ
ナ
ル
ド・ダ・ヴ
ィ
ン
チ「
最
後
の
晩
餐
」制
作（
│
九
八
）

コ
ロ
ン
ブ
ス
、
西
イ
ン
ド
諸
島
発
見

●
慈
照
寺
銀
閣
建
立（
東
山
文
化
）

ス
ペ
イ
ン
王
国
成
立

●
応
仁
の
乱（
│
七
七
）

ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国
の
滅
亡

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
、
活
版
印
刷
術
を
発
明

フ
ラ・ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
、
サ
ン・マ
ル
コ
修
道
院
壁
画
を
描
く（
│
四
六
）

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
コ
ジ
モ・デ・メ
デ
ィ
チ
執
政
、
メ
デ
ィ
チ
家
の
台
頭（
│
六
四
）

フ
ァ
ン・エ
イ
ク
兄
弟「
ゲ
ン
ト
の
祭
壇
画
」を
完
成

ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
、
線
遠
近
法
を
開
発

●
鹿
苑
寺
金
閣
建
立（
北
山
文
化
）

李
氏
朝
鮮
の
成
立

教
会
大
分
裂（
│
一四一
七
）

明
の
中
国
統
一

百
年
戦
争
始
ま
る（
│
一四
五
三
）

●
足
利
尊
氏
、
征
夷
大
将
軍
に
な
る

ダ
ン
テ「
神
曲
」を
完
成

オ
ス
マ
ン・ト
ル
コ
建
国

●「
一
遍
上
人
絵
伝
」完
成

シ
ャ
ル
ト
ル
大
聖
堂
の
再
建
ほ
ぼ
完
成

ド
ミ
ニ
コ
修
道
会
創
立

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
修
道
会
創
立

チ
ン
ギ
ス・ハ
ン
の
モ
ン
ゴ
ル
統
一

●
東
大
寺
南
大
門
の
金
剛
力
士
立
像
完
成

●
源
頼
朝
、
鎌
倉
幕
府
を
開
く

●
平
重
衡
、
南
都
焼
き
討
ち
を
行
う

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
興
隆

パ
リ
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
建
築
開
始（
一二
五
〇
完
成
）

ア
ン
コ
ー
ル・ワ
ッ
ト
の
完
成

第
一
回
十
字
軍（
│
九
九
）

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
サ
ン・マ
ル
コ
大
聖
堂
再
建

●
平
等
院
鳳
凰
堂
建
立

中
国
で
初
め
て
木
製
の
活
字
が
作
成
さ
れ
る

●
紫
式
部「
源
氏
物
語
」を
完
成

オ
ッ
ト
ー
大
帝
ロ
ー
マ
で
戴
冠
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
成
立

宋
の
建
国

●
遣
唐
使
停
止

カ
ー
ル
大
帝
ロ
ー
マ
皇
帝
戴
冠

●
平
安
京
に
遷
都

●
正
倉
院
開
設

●
東
大
寺
大
仏
開
眼

●
平
城
京
に
遷
都

●
大
化
の
改
新

●
第
一
回
遣
唐
使
の
派
遣

●
鞍
作
止
利
、
法
隆
寺
金
堂
釈
迦
三
尊
像
制
作

唐
の
建
国

イ
ス
ラ
ム
教
の
成
立

●
聖
徳
太
子
、
十
七
条
の
憲
法
制
定

中
国
で
木
版
印
刷
の
発
明

モ
ザ
イ
ク
壁
画
の
興
隆

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
大
宮
殿
建
設

●
百
済
か
ら
仏
教
伝
来

ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
即
位（
│
六
五
）

西
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

雲
崗
石
窟
寺
院
の
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
東
西
に
分
裂

ロ
ー
マ
帝
国
、
キ
リ
ス
ト
教
を
国
教
と
す
る

百
済
に
仏
教
伝
来

サ
ン・ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
建
立

敦
煌
、
千
仏
洞
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
遷
都

キ
リ
ス
ト
教
公
認（
ミ
ラ
ノ
勅
令
）

西
北
イ
ン
ド
で
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
が
栄
え
る

ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
帝
、
パ
ン
テ
オ
ン
を
再
建

中
国（
後
漢
）で
蔡
倫
が
製
紙
法
を
発
明

●
倭
の
奴
国
王
、
中
国（
後
漢
）に
使
い
を
送
る

イ
エ
ス・キ
リ
ス
ト
誕
生

ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
即
位・ロ
ー
マ
帝
国
誕
生

秦
の
始
皇
帝
が
中
国
を
統
一

マ
ケ
ド
ニ
ア
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代（
│
前
三
〇
）

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
の
東
征（
│
前
三
二
五
）

ア
テ
ネ
に
パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿
完
成

ペ
ル
シ
ャ
戦
争（
│
前
四
七
九
）

孔
子
誕
生

仏
陀
誕
生

ギ
リ
シ
ャ
各
地
に
都
市
国
家
成
立

殷
の
国
が
栄
え
る

バ
ビ
ロ
ニ
ア
王
国
、
ハ
ム
ラ
ビ
王
即
位

ク
フ
王
の
大
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
建
設

エ
ジ
プ
ト
で
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ（
神
聖
文
字
）の
使
用

エ
ー
ゲ
文
明
の
発
生

楔
形
文
字
の
使
用

シ
ュ
メ
ー
ル
人
が
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
定
住
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コンセプチュアル・アート ポリティカル・
アート

新表現主義

多文化的傾向

インダス インド仏教 ペルシャ イスラムガンダーラ

石器時代 殷・周・春秋戦国・秦
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ポップ・アート
ネオ・ダダ

パフォーマンス
ミニマル・アート

抽象表現主義 ハプニング

記憶の固執
1931
サルバドール・ダリ

1つと3つのシャベル
1965
ジョゼフ・コスース

た、たぶん 1965
ロイ・リキテンスタイン

無題 1973
ドナルド・
ジャッド

ロンシャンの礼拝堂 1955
ル・コルビュジエ

クラウド・ゲート 2004
アニッシュ・カプーア

フルムーン・サークル 2004 リチャード・ロング

ブルー・ポールズ
（NO.11 1952） 
1952
ジャクソン・
ポロック

旗 1954～55
ジャスパー・ジョーンズ

歌う彫刻 1971
ギルバート＆ジョージ

白い円 1967 吉原治良

弁財天妃の柵 1965 棟方志功 727 1996 村上隆

噴煙 1950～53
梅原龍三郎

東京オリンピック 1962 亀倉雄策

無限状況 1970
菅木志雄

光の教会
（日本キリスト教団 
茨木春日丘協会）
1989
安藤忠雄

Hoto 2008
宮島達男

バタフライスツール
1956  柳 宗理

これまでの美術の歴史を踏まえ、
最近の出来事を調べたり、

未来に残る美術を
想像したりしてみよう。

現在とこれからの
美術

新宝島
（部分） 
1947
手塚治虫
酒井七馬

●
品
川
駅
│
名
古
屋
駅
間
で
リ
ニ
ア
が
開
業
予
定

ス
ペ
イ
ン
の
サ
グ
ラ
ダ・フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
完
成
予
定

●
日
本
国
際
博
覧
会（
通
称
二
〇
二
五
年
大
阪
万
博
）開
催
予
定

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
予
定

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
建
築
家
坂 

茂
が
プ
リ
ツ
カ
ー
賞
を
受
賞

●
宮
崎
駿
が
ア
カ
デ
ミ
ー
名
誉
賞
受
賞

●
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

●
テ
レ
ビ
放
送
の
完
全
デ
ジ
タ
ル
化

●
東
日
本
大
震
災

●
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
開
催

●
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
起
工（
│
一二
）

●
国
立
新
美
術
館
開
館

●
日
韓
で
サ
ッ
カ
ー・ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
共
催

米
国
で
同
時
多
発
テ
ロ

●
横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
始
ま
る

旧
火
力
発
電
所
を
テ
ー
ト・モ
ダ
ン
美
術
館
に
改
築

I
T
革
命

●
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

イ
ギ
リ
ス
、
中
国
に
香
港
を
返
還

韓
国
で
第
一
回
光
州
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
開
催

●
東
京
都
現
代
美
術
館
開
館

●
阪
神・
淡
路
大
震
災

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合（
E
U
）の
発
足

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
解
体

湾
岸
戦
争

東
西
ド
イ
ツ
統
一
、
冷
戦
終
結

シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
の
天
井
画
修
復
終
わ
る

天
安
門
事
件

オ
ル
セ
ー
美
術
館
開
館

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
チ
ョ
ル
ノ
ー
ビ
リ
で
原
発
事
故

米
国
で
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
発
売
さ
れ
る

ピ
カ
ソ
の「
ゲ
ル
ニ
カ
」、
ア
メ
リ
カ
か
ら
ス
ペ
イ
ン
に
返
還

イ
ラ
ン・イ
ラ
ク
戦
争（
│
八
八
）

「
新
表
現
主
義
」の
興
隆

ア
プ
ロ
プ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
流
用
）の
美
術
現
れ
る

ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻

●
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結

パ
リ
国
立
近
代
美
術
館（
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー・セ
ン
タ
ー
）開
館

南
北
ベ
ト
ナ
ム
の
統
一

●
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
開
催

●
沖
縄
諸
島
が
日
本
に
復
帰

●
岡
本
太
郎「
太
陽
の
塔
」を
制
作

●
日
本
万
国
博
覧
会
、
大
阪
で
開
催

宇
宙
船
ア
ポ
ロ一一
号
月
に
到
着

●
東
京
国
立
近
代
美
術
館
開
館

「
ア
ル
テ・ポ
ー
ヴ
ェ
ラ（
貧
し
い
芸
術
）」運
動
開
始

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体（
E
C
）発
足

文
化
大
革
命（
│
七
七
）

ベ
ト
ナ
ム
戦
争（
│
七
五
）

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

ナ
ム・ジ
ュ
ン・パ
イ
ク
、
初
の
ビ
デ
オ・ア
ー
ト
作
品
発
表

ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
暗
殺

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
グ
ル
ー
プ「
フ
ル
ク
サ
ス
」結
成

ベ
ル
リ
ン
の
壁
構
築

●
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
本
放
送
開
始

イ
ヴ・ク
ラ
イ
ン
ら
に
よ
る
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー・レ
ア
リ
ス
ト
展
開
催

●
国
立
西
洋
美
術
館
開
館

●
東
京
タ
ワ
ー
竣
工

ソ
ビ
エ
ト
、
人
工
衛
星
打
ち
上
げ

●
G
マ
ー
ク
制
度
発
足

●
棟
方
志
功
が
日
本
人
で
初
め
て
版
画
部
門
で

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア・ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
金
獅
子
賞
を
受
賞

ド
イ
ツ
で
第
一
回
ド
ク
メ
ン
タ
開
催

●
広
島
で
第
一
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
開
催

●
テ
レ
ビ
放
送
の
開
始

ラ
ウ
シ
ェ
ン
バ
ー
グ「
コ
ン
バ
イ
ン・ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
」発
表

●
ユ
ネ
ス
コ
加
盟

●
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約・日
米
安
全
保
障
条
約
調
印

●
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
開
館

●
日
本
宣
伝
美
術
会
結
成（
│
七
〇
）

朝
鮮
戦
争（
│
五
三
）

中
華
人
民
共
和
国
建
国

マ
テ
ィ
ス
、
ヴ
ァ
ン
ス
の「
ロ
ザ
リ
オ
礼
拝
堂
」の
装
飾
に
着
手（
│
五
一
）

ポ
ロ
ッ
ク
が
ア
ク
シ
ョ
ン・ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
始
め
る

●
日
本
国
憲
法
公
布

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
で「
抽
象
表
現
主
義
」が
起
こ
る

国
際
連
合
成
立

●
広
島
と
長
崎
に
原
爆
投
下
。
第
二
次
世
界
大
戦
終
了

第
二
次
世
界
大
戦（
│
四
五
）

ナ
チ
ス
が
退
廃
芸
術
展
を
開
催

ワ
シ
ン
ト
ン・ナ
シ
ョ
ナ
ル・ギ
ャ
ラ
リ
ー
設
立

ピ
カ
ソ「
ゲ
ル
ニ
カ
」を
制
作

ス
ペ
イ
ン
内
戦（
│
三
九
）

ア
メ
リ
カ
で
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム（
コ
ダ
ク
ロ
ー
ム
）が
完
成

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
、
ニュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
を
開
始

ナ
チ
ス
に
よ
り
バ
ウ
ハ
ウ
ス
閉
鎖

●
日
本
最
初
の
オ
ー
ル
ト
ー
キ
ー
映
画
公
開

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館（
M
o
M
A
）開
館

世
界
恐
慌
が
起
こ
る

リ
ン
ド
バ
ー
グ
、
大
西
洋
横
断
無
着
陸
飛
行

エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
、
映
画「
戦
艦
ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
」公
開

●
ラ
ジ
オ
放
送
開
始

ア
ー
ル・デ
コ
展（
現
代
装
飾
美
術・
産
業
美
術
国
際
博
覧
会
）開
催

ブ
ル
ト
ン「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
第
一
宣
言
」を
発
表

●
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
の
グ
ル
ー
プ
、
マ
ヴ
ォ
結
成

●
関
東
大
震
災

ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
成
立

メ
キ
シ
コ
で
壁
画
運
動
隆
盛

ガ
ボ
、
ペ
ヴ
ス
ナ
ー
ら
が
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言

国
際
連
盟
設
立

ワ
イ
マ
ー
ル
に
グ
ロ
ピ
ウ
ス
ら
が
バ
ウ
ハ
ウ
ス
創
設

デ
ュ
シ
ャ
ン
が「
泉
」を
発
表
し
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

モ
ン
ド
リ
ア
ン
ら
が「
デ・ス
テ
イ
ル
」グ
ル
ー
プ
結
成

ロ
シ
ア
革
命

ア
ル
プ
、
ツ
ァ
ー
ラ
ら
に
よ
り
ダ
ダ
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

第
一
次
世
界
大
戦（
│
一八
）

カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
と
マ
ル
ク
が
表
現
主
義
の
雑
誌「
青
騎
士
」を
発
行

中
華
民
国
の
成
立
、
清
の
滅
亡

中
国
で
辛
亥
革
命
起
こ
る

マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ「
未
来
派
宣
言
」を
発
表

ピ
カ
ソ
と
ブ
ラ
ッ
ク
、
キ
ュ
ビ
ス
ム（
立
体
派
）を
創
始

●
第
一
回
文
部
省
美
術
展
覧
会

パ
リ
で
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム（
野
獣
派
）と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

●
日
露
戦
争（
│
〇
五
）

ラ
イ
ト
兄
弟
が
初
飛
行
に
成
功

サ
ロ
ン・ド
ー
ト
ン
ヌ
設
立

メ
リ
エ
ス
、
映
画「
月
世
界
旅
行
」公
開

ア
テ
ネ
で
第
一
回
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

パ
リ
に
装
飾
美
術・工
芸
品
の
店「
ア
ー
ル・ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
」開
店

●
日
清
戦
争（
│
九
五
）

モ
リ
ス
が
ケ
ル
ム
ス
コ
ッ
ト
印
刷
所
を
設
立

エ
ジ
ソ
ン
、
動
画
カ
メ
ラ
を
発
明

●
大
日
本
帝
国
憲
法
公
布

●
岡
倉
天
心
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
東
京
美
術
学
校
設
立

●
鹿
鳴
館
完
成

サ
グ
ラ
ダ・フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
着
工

●
京
都
府
画
学
校
創
立

●
日
本
初
の
官
立
美
術
学
校
、
工
部
美
術
学
校
設
立

第
一
回
印
象
派
展
、
モ
ネ「
印
象
│
日
の
出
」を
出
品

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
設
立

●
明
治
維
新

●
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
初
参
加・
出
品

落
選
者
サ
ロ
ン
で
マ
ネ
の「
草
上
の
昼
食
」が
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争（
│
六
五
）

ダ
ー
ウ
ィ
ン「
種
の
起
源
」で
進
化
論
を
提
唱

ク
ー
ル
ベ「
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」

ロ
ン
ド
ン
で
最
初
の
万
国
博
覧
会

ア
ヘ
ン
戦
争（
│
四
二
）

ダ
ゲ
ー
ル
の
銀
板
写
真
、
ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
が
公
開
さ
れ
る

ロ
ン
ド
ン・ナ
シ
ョ
ナ
ル・ギ
ャ
ラ
リ
ー
本
館
完
成

●
葛
飾
北
斎
の「
冨
嶽
三
十
六
景
」刊
行
開
始

ニ
エ
プ
ス
が
現
存
す
る
最
古
の
風
景
写
真
を
撮
影

プ
ラ
ド
美
術
館
開
館

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
皇
帝
に
即
位
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
が
主
席
画
家
と
な
る

●
江
戸
を
中
心
と
し
た
町
人
文
化
が
盛
ん
に
な
る（
化
政
文
化
） 

ヤ
ン
グ「
三
原
色
説
」を
提
示

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
発
足

フ
ラ
ン
ス
革
命（
│
九
九
）

ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争（
│
八
三
）

●
杉
田
玄
白「
解
体
新
書
」を
刊
行

ワ
ッ
ト
の
蒸
気
機
関
と
産
業
革
命

ル
ソ
ー「
社
会
契
約
論
」を
刊
行

大
英
博
物
館
創
設

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
完
成

●
上
方
を
中
心
と
し
た
文
化
の
興
隆（
元
禄
文
化
）

ニュ
ー
ト
ン
、
万
有
引
力
の
法
則
を
発
表

ル
イ一四
世
の
絶
対
王
政（
│
一
七
一
五
）

清
の
中
国
統
一

清
教
徒
革
命（
│
四
九
）

タ
ー
ジ・マ
ハ
ル
造
営（
│
五
三
）

●
日
光
東
照
宮
造
営（
│
三
六
）

●
徳
川
家
康
、
江
戸
幕
府
を
開
く

イ
ギ
リ
ス
、
東
イ
ン
ド
会
社
設
立

●
豊
臣
秀
吉
、
全
国
を
統
一

●
織
田
信
長
、
安
土
城
を
築
城

ポ
ル
タ
が
カ
メ
ラ・オ
ブ
ス
ク
ラ
を
提
案

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
起
工

●
ザ
ビ
エ
ル
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
伝
来

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス「
天
体
回
転
論（
地
動
説
）」を
発
表

「
最
後
の
審
判
」を
完
成

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
正
面
の
大
壁
画

イ
グ
ナ
チ
ウ
ス・ロ
ヨ
ラ
、
イ
エ
ズ
ス
会
を
創
立

マ
ゼ
ラ
ン一
行
が
世
界
一
周
達
成

ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
運
動
始
ま
る

レ
オ
ナ
ル
ド・ダ・ヴ
ィ
ン
チ「
最
後
の
晩
餐
」制
作（
│
九
八
）

コ
ロ
ン
ブ
ス
、
西
イ
ン
ド
諸
島
発
見

●
慈
照
寺
銀
閣
建
立（
東
山
文
化
）

ス
ペ
イ
ン
王
国
成
立

●
応
仁
の
乱（
│
七
七
）

ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国
の
滅
亡

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
、
活
版
印
刷
術
を
発
明

フ
ラ・ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
、
サ
ン・マ
ル
コ
修
道
院
壁
画
を
描
く（
│
四
六
）

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
コ
ジ
モ・デ・メ
デ
ィ
チ
執
政
、
メ
デ
ィ
チ
家
の
台
頭（
│
六
四
）

フ
ァ
ン・エ
イ
ク
兄
弟「
ゲ
ン
ト
の
祭
壇
画
」を
完
成

ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
、
線
遠
近
法
を
開
発

●
鹿
苑
寺
金
閣
建
立（
北
山
文
化
）

李
氏
朝
鮮
の
成
立

教
会
大
分
裂（
│
一四一
七
）

明
の
中
国
統
一

百
年
戦
争
始
ま
る（
│
一四
五
三
）

●
足
利
尊
氏
、
征
夷
大
将
軍
に
な
る

ダ
ン
テ「
神
曲
」を
完
成

オ
ス
マ
ン・ト
ル
コ
建
国

●「
一
遍
上
人
絵
伝
」完
成

シ
ャ
ル
ト
ル
大
聖
堂
の
再
建
ほ
ぼ
完
成

ド
ミ
ニ
コ
修
道
会
創
立

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
修
道
会
創
立

チ
ン
ギ
ス・ハ
ン
の
モ
ン
ゴ
ル
統
一

●
東
大
寺
南
大
門
の
金
剛
力
士
立
像
完
成

●
源
頼
朝
、
鎌
倉
幕
府
を
開
く

●
平
重
衡
、
南
都
焼
き
討
ち
を
行
う

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
興
隆

パ
リ
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
建
築
開
始（
一二
五
〇
完
成
）

ア
ン
コ
ー
ル・ワ
ッ
ト
の
完
成

第
一
回
十
字
軍（
│
九
九
）

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
サ
ン・マ
ル
コ
大
聖
堂
再
建

●
平
等
院
鳳
凰
堂
建
立

中
国
で
初
め
て
木
製
の
活
字
が
作
成
さ
れ
る

●
紫
式
部「
源
氏
物
語
」を
完
成

オ
ッ
ト
ー
大
帝
ロ
ー
マ
で
戴
冠
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
成
立

宋
の
建
国

●
遣
唐
使
停
止

カ
ー
ル
大
帝
ロ
ー
マ
皇
帝
戴
冠

●
平
安
京
に
遷
都

●
正
倉
院
開
設

●
東
大
寺
大
仏
開
眼

●
平
城
京
に
遷
都

●
大
化
の
改
新

●
第
一
回
遣
唐
使
の
派
遣

●
鞍
作
止
利
、
法
隆
寺
金
堂
釈
迦
三
尊
像
制
作

唐
の
建
国

イ
ス
ラ
ム
教
の
成
立

●
聖
徳
太
子
、
十
七
条
の
憲
法
制
定

中
国
で
木
版
印
刷
の
発
明

モ
ザ
イ
ク
壁
画
の
興
隆

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
大
宮
殿
建
設

●
百
済
か
ら
仏
教
伝
来

ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
即
位（
│
六
五
）

西
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

雲
崗
石
窟
寺
院
の
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
東
西
に
分
裂

ロ
ー
マ
帝
国
、
キ
リ
ス
ト
教
を
国
教
と
す
る

百
済
に
仏
教
伝
来

サ
ン・ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
建
立

敦
煌
、
千
仏
洞
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
遷
都

キ
リ
ス
ト
教
公
認（
ミ
ラ
ノ
勅
令
）

西
北
イ
ン
ド
で
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
が
栄
え
る

ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
帝
、
パ
ン
テ
オ
ン
を
再
建

中
国（
後
漢
）で
蔡
倫
が
製
紙
法
を
発
明

●
倭
の
奴
国
王
、
中
国（
後
漢
）に
使
い
を
送
る

イ
エ
ス・キ
リ
ス
ト
誕
生

ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
即
位・ロ
ー
マ
帝
国
誕
生

秦
の
始
皇
帝
が
中
国
を
統
一

マ
ケ
ド
ニ
ア
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代（
│
前
三
〇
）

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
の
東
征（
│
前
三
二
五
）

ア
テ
ネ
に
パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿
完
成

ペ
ル
シ
ャ
戦
争（
│
前
四
七
九
）

孔
子
誕
生

仏
陀
誕
生

ギ
リ
シ
ャ
各
地
に
都
市
国
家
成
立

殷
の
国
が
栄
え
る

バ
ビ
ロ
ニ
ア
王
国
、
ハ
ム
ラ
ビ
王
即
位

ク
フ
王
の
大
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
建
設

エ
ジ
プ
ト
で
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ（
神
聖
文
字
）の
使
用

エ
ー
ゲ
文
明
の
発
生

楔
形
文
字
の
使
用

シ
ュ
メ
ー
ル
人
が
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
定
住
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三

一
七
八
九
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四
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五

一
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六
二

一
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五
三

一
六
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〇
頃

一六
八
八
頃 

一六
八
七

一六
六
一

一六
四
四

一六
四
二

一六
三
二

一六
一
七

一
六
〇
三

一
六
〇
〇

一
五
九
〇

一
五
七
六

一
五
六
九
頃

一
五
六
〇 

一
五
四
九

一
五
四
三

一
五
四一

一
五
三
四

一
五
二
二

一
五
一
七

一四
九
五

一四
九
二

一四
八
九

一四
七
九

一四
六
七

一四
五
三

一四
五
〇
頃 

一四
三
八

一四
三
四

一四
三
二

一四一
〇
頃

一三
九
七

一三
九
二

一三
七
八

一三
六
八

一三
三
九

一三
三
八

一三
二一

一二
九
九

一二
五
〇
頃

一二一
六

一二
〇
九

一二
〇
六

一二
〇
三

一一
九
二

一一八
〇

一二
世
紀

一一
六
三

一一
五
〇
頃

一
〇
九
六

一
〇
九
四

一
〇
五
三

一一
世
紀
前
半 

一
〇
一二
頃

九
六
二

九
六
〇

八
九
四

八
〇
〇

七
九
四

七
五
六
頃

七
五
二

七
一
〇

六
四
五

六
三
〇

六
二
三

六一八
六
一
〇
頃

六
〇
四

七
世
紀

六
世
紀

五
三
八
頃

五
二
七

四
七
六

四
六
〇
頃

三
九
五

三
九
二

三
八
四

三
八
〇

三
六
六

三
三
〇

三一三
二
世
紀

一二
五
頃

一
〇
五
頃

五
七

前
四
頃

前
二
七

前
二
二一

前
三
三
四

前
四
三
八

前
五
〇
〇

前
五
五
一
頃

前
五
六
六
頃

前
八
〇
〇

前
一
五
〇
〇
頃

前
一
七
二
八
頃

前
二
六
〇
〇
頃

前
三
〇
〇
〇
頃

前
三一
〇
〇
頃

先史

アース・ワーク メディア・アート

コンセプチュアル・アート ポリティカル・
アート

新表現主義

多文化的傾向

インダス インド仏教 ペルシャ イスラムガンダーラ

石器時代 殷・周・春秋戦国・秦
漢 南北朝 隋 唐 五代 北宋 南宋 元 明 清 中華民国 中華人民共和国

衛氏朝鮮 高句麗 三国（高句麗、百済、新羅） 新羅 高麗 李氏朝鮮 韓国 朝鮮民主主義人民共和国
三漢 大韓民国

縄文 弥生 古墳 飛鳥 奈良 平安 鎌倉 室町 安土桃山 江戸 明治 大正 昭和 平成
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アンフォルメル

ポップ・アート
ネオ・ダダ

パフォーマンス
ミニマル・アート

抽象表現主義 ハプニング

記憶の固執
1931
サルバドール・ダリ

1つと3つのシャベル
1965
ジョゼフ・コスース

た、たぶん 1965
ロイ・リキテンスタイン

無題 1973
ドナルド・
ジャッド

ロンシャンの礼拝堂 1955
ル・コルビュジエ

クラウド・ゲート 2004
アニッシュ・カプーア

フルムーン・サークル 2004 リチャード・ロング

ブルー・ポールズ
（NO.11 1952） 
1952
ジャクソン・
ポロック

旗 1954～55
ジャスパー・ジョーンズ

歌う彫刻 1971
ギルバート＆ジョージ

白い円 1967 吉原治良

弁財天妃の柵 1965 棟方志功 727 1996 村上隆

噴煙 1950～53
梅原龍三郎

東京オリンピック 1962 亀倉雄策

無限状況 1970
菅木志雄

光の教会
（日本キリスト教団 
茨木春日丘協会）
1989
安藤忠雄

Hoto 2008
宮島達男

バタフライスツール
1956  柳 宗理

これまでの美術の歴史を踏まえ、
最近の出来事を調べたり、

未来に残る美術を
想像したりしてみよう。

現在とこれからの
美術

新宝島
（部分） 
1947
手塚治虫
酒井七馬

●
印
、
赤
字
は
日
本
や
、
日
本
人
に
関
連
す
る
事
項

●
品
川
駅
│
名
古
屋
駅
間
で
リ
ニ
ア
が
開
業
予
定

ス
ペ
イ
ン
の
サ
グ
ラ
ダ・フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
完
成
予
定

●
日
本
国
際
博
覧
会（
通
称
二
〇
二
五
年
大
阪
万
博
）開
催
予
定

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
予
定

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
建
築
家
坂 

茂
が
プ
リ
ツ
カ
ー
賞
を
受
賞

●
宮
崎
駿
が
ア
カ
デ
ミ
ー
名
誉
賞
受
賞

●
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

●
テ
レ
ビ
放
送
の
完
全
デ
ジ
タ
ル
化

●
東
日
本
大
震
災

●
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
開
催

●
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
起
工（
│
一二
）

●
国
立
新
美
術
館
開
館

●
日
韓
で
サ
ッ
カ
ー・ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
共
催

米
国
で
同
時
多
発
テ
ロ

●
横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
始
ま
る

旧
火
力
発
電
所
を
テ
ー
ト・モ
ダ
ン
美
術
館
に
改
築

I
T
革
命

●
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

イ
ギ
リ
ス
、
中
国
に
香
港
を
返
還

韓
国
で
第
一
回
光
州
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
開
催

●
東
京
都
現
代
美
術
館
開
館

●
阪
神・
淡
路
大
震
災

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合（
E
U
）の
発
足

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
解
体

湾
岸
戦
争

東
西
ド
イ
ツ
統
一
、
冷
戦
終
結

シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
の
天
井
画
修
復
終
わ
る

天
安
門
事
件

オ
ル
セ
ー
美
術
館
開
館

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
チ
ョ
ル
ノ
ー
ビ
リ
で
原
発
事
故

米
国
で
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
発
売
さ
れ
る

ピ
カ
ソ
の「
ゲ
ル
ニ
カ
」、
ア
メ
リ
カ
か
ら
ス
ペ
イ
ン
に
返
還

イ
ラ
ン・イ
ラ
ク
戦
争（
│
八
八
）

「
新
表
現
主
義
」の
興
隆

ア
プ
ロ
プ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
流
用
）の
美
術
現
れ
る

ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻

●
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結

パ
リ
国
立
近
代
美
術
館（
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー・セ
ン
タ
ー
）開
館

南
北
ベ
ト
ナ
ム
の
統
一

●
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
開
催

●
沖
縄
諸
島
が
日
本
に
復
帰

●
岡
本
太
郎「
太
陽
の
塔
」を
制
作

●
日
本
万
国
博
覧
会
、
大
阪
で
開
催

宇
宙
船
ア
ポ
ロ一一
号
月
に
到
着

●
東
京
国
立
近
代
美
術
館
開
館

「
ア
ル
テ・ポ
ー
ヴ
ェ
ラ（
貧
し
い
芸
術
）」運
動
開
始

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体（
E
C
）発
足

文
化
大
革
命（
│
七
七
）

ベ
ト
ナ
ム
戦
争（
│
七
五
）

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

ナ
ム・ジ
ュ
ン・パ
イ
ク
、
初
の
ビ
デ
オ・ア
ー
ト
作
品
発
表

ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
暗
殺

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
グ
ル
ー
プ「
フ
ル
ク
サ
ス
」結
成

ベ
ル
リ
ン
の
壁
構
築

●
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
本
放
送
開
始

イ
ヴ・ク
ラ
イ
ン
ら
に
よ
る
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー・レ
ア
リ
ス
ト
展
開
催

●
国
立
西
洋
美
術
館
開
館

●
東
京
タ
ワ
ー
竣
工

ソ
ビ
エ
ト
、
人
工
衛
星
打
ち
上
げ

●
G
マ
ー
ク
制
度
発
足

●
棟
方
志
功
が
日
本
人
で
初
め
て
版
画
部
門
で

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア・ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
金
獅
子
賞
を
受
賞

ド
イ
ツ
で
第
一
回
ド
ク
メ
ン
タ
開
催

●
広
島
で
第
一
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
開
催

●
テ
レ
ビ
放
送
の
開
始

ラ
ウ
シ
ェ
ン
バ
ー
グ「
コ
ン
バ
イ
ン・ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
」発
表

●
ユ
ネ
ス
コ
加
盟

●
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約・日
米
安
全
保
障
条
約
調
印

●
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
開
館

●
日
本
宣
伝
美
術
会
結
成（
│
七
〇
）

朝
鮮
戦
争（
│
五
三
）

中
華
人
民
共
和
国
建
国

マ
テ
ィ
ス
、
ヴ
ァ
ン
ス
の「
ロ
ザ
リ
オ
礼
拝
堂
」の
装
飾
に
着
手（
│
五
一
）

ポ
ロ
ッ
ク
が
ア
ク
シ
ョ
ン・ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
始
め
る

●
日
本
国
憲
法
公
布

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
で「
抽
象
表
現
主
義
」が
起
こ
る

国
際
連
合
成
立

●
広
島
と
長
崎
に
原
爆
投
下
。
第
二
次
世
界
大
戦
終
了

第
二
次
世
界
大
戦（
│
四
五
）

ナ
チ
ス
が
退
廃
芸
術
展
を
開
催

ワ
シ
ン
ト
ン・ナ
シ
ョ
ナ
ル・ギ
ャ
ラ
リ
ー
設
立

ピ
カ
ソ「
ゲ
ル
ニ
カ
」を
制
作

ス
ペ
イ
ン
内
戦（
│
三
九
）

ア
メ
リ
カ
で
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム（
コ
ダ
ク
ロ
ー
ム
）が
完
成

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
、
ニュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
を
開
始

ナ
チ
ス
に
よ
り
バ
ウ
ハ
ウ
ス
閉
鎖

●
日
本
最
初
の
オ
ー
ル
ト
ー
キ
ー
映
画
公
開

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館（
M
o
M
A
）開
館

世
界
恐
慌
が
起
こ
る

リ
ン
ド
バ
ー
グ
、
大
西
洋
横
断
無
着
陸
飛
行

エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
、
映
画「
戦
艦
ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
」公
開

●
ラ
ジ
オ
放
送
開
始

ア
ー
ル・デ
コ
展（
現
代
装
飾
美
術・
産
業
美
術
国
際
博
覧
会
）開
催

ブ
ル
ト
ン「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
第
一
宣
言
」を
発
表

●
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
の
グ
ル
ー
プ
、
マ
ヴ
ォ
結
成

●
関
東
大
震
災

ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
成
立

メ
キ
シ
コ
で
壁
画
運
動
隆
盛

ガ
ボ
、
ペ
ヴ
ス
ナ
ー
ら
が
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言

国
際
連
盟
設
立

ワ
イ
マ
ー
ル
に
グ
ロ
ピ
ウ
ス
ら
が
バ
ウ
ハ
ウ
ス
創
設

デ
ュ
シ
ャ
ン
が「
泉
」を
発
表
し
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

モ
ン
ド
リ
ア
ン
ら
が「
デ・ス
テ
イ
ル
」グ
ル
ー
プ
結
成

ロ
シ
ア
革
命

ア
ル
プ
、
ツ
ァ
ー
ラ
ら
に
よ
り
ダ
ダ
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

第
一
次
世
界
大
戦（
│
一八
）

カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
と
マ
ル
ク
が
表
現
主
義
の
雑
誌「
青
騎
士
」を
発
行

中
華
民
国
の
成
立
、
清
の
滅
亡

中
国
で
辛
亥
革
命
起
こ
る

マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ「
未
来
派
宣
言
」を
発
表

ピ
カ
ソ
と
ブ
ラ
ッ
ク
、
キ
ュ
ビ
ス
ム（
立
体
派
）を
創
始

●
第
一
回
文
部
省
美
術
展
覧
会

パ
リ
で
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム（
野
獣
派
）と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

●
日
露
戦
争（
│
〇
五
）

ラ
イ
ト
兄
弟
が
初
飛
行
に
成
功

サ
ロ
ン・ド
ー
ト
ン
ヌ
設
立

メ
リ
エ
ス
、
映
画「
月
世
界
旅
行
」公
開

ア
テ
ネ
で
第
一
回
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

パ
リ
に
装
飾
美
術・工
芸
品
の
店「
ア
ー
ル・ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
」開
店

●
日
清
戦
争（
│
九
五
）

モ
リ
ス
が
ケ
ル
ム
ス
コ
ッ
ト
印
刷
所
を
設
立

エ
ジ
ソ
ン
、
動
画
カ
メ
ラ
を
発
明

●
大
日
本
帝
国
憲
法
公
布

●
岡
倉
天
心
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
東
京
美
術
学
校
設
立

●
鹿
鳴
館
完
成

サ
グ
ラ
ダ・フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
着
工

●
京
都
府
画
学
校
創
立

●
日
本
初
の
官
立
美
術
学
校
、
工
部
美
術
学
校
設
立

第
一
回
印
象
派
展
、
モ
ネ「
印
象
│
日
の
出
」を
出
品

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
設
立

●
明
治
維
新

●
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
初
参
加・
出
品

落
選
者
サ
ロ
ン
で
マ
ネ
の「
草
上
の
昼
食
」が
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争（
│
六
五
）

ダ
ー
ウ
ィ
ン「
種
の
起
源
」で
進
化
論
を
提
唱

ク
ー
ル
ベ「
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」

ロ
ン
ド
ン
で
最
初
の
万
国
博
覧
会

ア
ヘ
ン
戦
争（
│
四
二
）

ダ
ゲ
ー
ル
の
銀
板
写
真
、
ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
が
公
開
さ
れ
る

ロ
ン
ド
ン・ナ
シ
ョ
ナ
ル・ギ
ャ
ラ
リ
ー
本
館
完
成

●
葛
飾
北
斎
の「
冨
嶽
三
十
六
景
」刊
行
開
始

ニ
エ
プ
ス
が
現
存
す
る
最
古
の
風
景
写
真
を
撮
影

プ
ラ
ド
美
術
館
開
館

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
皇
帝
に
即
位
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
が
主
席
画
家
と
な
る

●
江
戸
を
中
心
と
し
た
町
人
文
化
が
盛
ん
に
な
る（
化
政
文
化
） 

ヤ
ン
グ「
三
原
色
説
」を
提
示

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
発
足

フ
ラ
ン
ス
革
命（
│
九
九
）

ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争（
│
八
三
）

●
杉
田
玄
白「
解
体
新
書
」を
刊
行

ワ
ッ
ト
の
蒸
気
機
関
と
産
業
革
命

ル
ソ
ー「
社
会
契
約
論
」を
刊
行

大
英
博
物
館
創
設

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
完
成

●
上
方
を
中
心
と
し
た
文
化
の
興
隆（
元
禄
文
化
）

ニュ
ー
ト
ン
、
万
有
引
力
の
法
則
を
発
表

ル
イ一四
世
の
絶
対
王
政（
│
一
七
一
五
）

清
の
中
国
統
一

清
教
徒
革
命（
│
四
九
）

タ
ー
ジ・マ
ハ
ル
造
営（
│
五
三
）

●
日
光
東
照
宮
造
営（
│
三
六
）

●
徳
川
家
康
、
江
戸
幕
府
を
開
く

イ
ギ
リ
ス
、
東
イ
ン
ド
会
社
設
立

●
豊
臣
秀
吉
、
全
国
を
統
一

●
織
田
信
長
、
安
土
城
を
築
城

ポ
ル
タ
が
カ
メ
ラ・オ
ブ
ス
ク
ラ
を
提
案

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
起
工

●
ザ
ビ
エ
ル
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
伝
来

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス「
天
体
回
転
論（
地
動
説
）」を
発
表

「
最
後
の
審
判
」を
完
成

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
正
面
の
大
壁
画

イ
グ
ナ
チ
ウ
ス・ロ
ヨ
ラ
、
イ
エ
ズ
ス
会
を
創
立

マ
ゼ
ラ
ン一
行
が
世
界
一
周
達
成

ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
運
動
始
ま
る

レ
オ
ナ
ル
ド・ダ・ヴ
ィ
ン
チ「
最
後
の
晩
餐
」制
作（
│
九
八
）

コ
ロ
ン
ブ
ス
、
西
イ
ン
ド
諸
島
発
見

●
慈
照
寺
銀
閣
建
立（
東
山
文
化
）

ス
ペ
イ
ン
王
国
成
立

●
応
仁
の
乱（
│
七
七
）

ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国
の
滅
亡

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
、
活
版
印
刷
術
を
発
明

フ
ラ・ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
、
サ
ン・マ
ル
コ
修
道
院
壁
画
を
描
く（
│
四
六
）

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
コ
ジ
モ・デ・メ
デ
ィ
チ
執
政
、
メ
デ
ィ
チ
家
の
台
頭（
│
六
四
）

フ
ァ
ン・エ
イ
ク
兄
弟「
ゲ
ン
ト
の
祭
壇
画
」を
完
成

ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
、
線
遠
近
法
を
開
発

●
鹿
苑
寺
金
閣
建
立（
北
山
文
化
）

李
氏
朝
鮮
の
成
立

教
会
大
分
裂（
│
一四一
七
）

明
の
中
国
統
一

百
年
戦
争
始
ま
る（
│
一四
五
三
）

●
足
利
尊
氏
、
征
夷
大
将
軍
に
な
る

ダ
ン
テ「
神
曲
」を
完
成

オ
ス
マ
ン・ト
ル
コ
建
国

●「
一
遍
上
人
絵
伝
」完
成

シ
ャ
ル
ト
ル
大
聖
堂
の
再
建
ほ
ぼ
完
成

ド
ミ
ニ
コ
修
道
会
創
立

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
修
道
会
創
立

チ
ン
ギ
ス・ハ
ン
の
モ
ン
ゴ
ル
統
一

●
東
大
寺
南
大
門
の
金
剛
力
士
立
像
完
成

●
源
頼
朝
、
鎌
倉
幕
府
を
開
く

●
平
重
衡
、
南
都
焼
き
討
ち
を
行
う

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
興
隆

パ
リ
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
建
築
開
始（
一二
五
〇
完
成
）

ア
ン
コ
ー
ル・ワ
ッ
ト
の
完
成

第
一
回
十
字
軍（
│
九
九
）

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
サ
ン・マ
ル
コ
大
聖
堂
再
建

●
平
等
院
鳳
凰
堂
建
立

中
国
で
初
め
て
木
製
の
活
字
が
作
成
さ
れ
る

●
紫
式
部「
源
氏
物
語
」を
完
成

オ
ッ
ト
ー
大
帝
ロ
ー
マ
で
戴
冠
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
成
立

宋
の
建
国

●
遣
唐
使
停
止

カ
ー
ル
大
帝
ロ
ー
マ
皇
帝
戴
冠

●
平
安
京
に
遷
都

●
正
倉
院
開
設

●
東
大
寺
大
仏
開
眼

●
平
城
京
に
遷
都

●
大
化
の
改
新

●
第
一
回
遣
唐
使
の
派
遣

●
鞍
作
止
利
、
法
隆
寺
金
堂
釈
迦
三
尊
像
制
作

唐
の
建
国

イ
ス
ラ
ム
教
の
成
立

●
聖
徳
太
子
、
十
七
条
の
憲
法
制
定

中
国
で
木
版
印
刷
の
発
明

モ
ザ
イ
ク
壁
画
の
興
隆

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
大
宮
殿
建
設

●
百
済
か
ら
仏
教
伝
来

ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
即
位（
│
六
五
）

西
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

雲
崗
石
窟
寺
院
の
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
東
西
に
分
裂

ロ
ー
マ
帝
国
、
キ
リ
ス
ト
教
を
国
教
と
す
る

百
済
に
仏
教
伝
来

サ
ン・ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
建
立

敦
煌
、
千
仏
洞
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
遷
都

キ
リ
ス
ト
教
公
認（
ミ
ラ
ノ
勅
令
）

西
北
イ
ン
ド
で
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
が
栄
え
る

ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
帝
、
パ
ン
テ
オ
ン
を
再
建

中
国（
後
漢
）で
蔡
倫
が
製
紙
法
を
発
明

●
倭
の
奴
国
王
、
中
国（
後
漢
）に
使
い
を
送
る

イ
エ
ス・キ
リ
ス
ト
誕
生

ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
即
位・ロ
ー
マ
帝
国
誕
生

秦
の
始
皇
帝
が
中
国
を
統
一

マ
ケ
ド
ニ
ア
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代（
│
前
三
〇
）

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
の
東
征（
│
前
三
二
五
）

ア
テ
ネ
に
パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿
完
成

ペ
ル
シ
ャ
戦
争（
│
前
四
七
九
）

孔
子
誕
生

仏
陀
誕
生

ギ
リ
シ
ャ
各
地
に
都
市
国
家
成
立

殷
の
国
が
栄
え
る

バ
ビ
ロ
ニ
ア
王
国
、
ハ
ム
ラ
ビ
王
即
位

ク
フ
王
の
大
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
建
設

エ
ジ
プ
ト
で
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ（
神
聖
文
字
）の
使
用

エ
ー
ゲ
文
明
の
発
生

楔
形
文
字
の
使
用

シ
ュ
メ
ー
ル
人
が
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
定
住

二
〇
二
七

二
〇
二
六

二
〇
二
五

二
〇
二
四

二
〇
二一

二
〇
一四

二
〇
一二

二
〇
一一

二
〇
一
〇

二
〇
〇
八

二
〇
〇
七

二
〇
〇
二

二
〇
〇
一

二
〇
〇
〇

二
〇
〇
〇
頃

一
九
九
八

一
九
九
七

一
九
九
五

一
九
九
三

一
九
九
一

一
九
九
〇

一
九
八
九

一
九
八
六

一
九
八
四

一
九
八一

一
九
八
〇

一
九
八
〇
年
代

一
九
七
九

一
九
七
八

一
九
七
七

一
九
七
六

一
九
七
五

一
九
七
二

一
九
七
〇

一
九
六
九

一
九
六
七

一
九
六
六

一
九
六
五

一
九
六
四

一
九
六
三

一
九
六
二

一
九
六
一

一
九
六
〇

一
九
五
九

一
九
五
八

一
九
五
七

一
九
五
六

一
九
五
五

一
九
五
三

一
九
五
三
頃

一
九
五
一

一
九
五
〇 

一
九
四
九

一
九
四
八

一
九
四
六

一
九
四
六
頃

 

一
九
四
五

一
九
三
九

一
九
三
七

一
九
三
六

一
九
三
五

一
九
三
三

一
九
三一

一
九
二
九

一
九
二
七

一
九
二
五

一
九
二
四

一
九
二
三

一
九
二
二

一
九
二
〇
│
三
〇
年
代

一
九
二
〇

一
九
一
九

一
九
一
七

一
九
一
六

一
九
一四

一
九
一二

一
九
一一

一
九
〇
九

一
九
〇
七
│
〇
八

一
九
〇
七

一
九
〇
五

一
九
〇
四

一
九
〇
三

一
九
〇
二

一八
九
六

一八
九
五

一八
九
四

一八
九
一

一八
八
九

一八
八
七

一八
八
三

一八
八
二

一八
八
〇

一八
七
六

一八
七
四

一八
七
〇

一八
六
八

一八
六
七

一八
六
三

一八
六
一

一八
五
九

一八
五
五

一八
五
一

一八
四
〇

一八
三
九

一八
三
八

一八
三一
頃 

一八
二
六
│
二
七
頃

一八一
九

一八
〇
六

一八
〇
四

一八
〇
四
頃 

一八
〇
一

一
七
九
三

一
七
八
九

一
七
七
五

一
七
七
四

一
七
六
五

一
七
六
二

一
七
五
三

一
六
九
〇
頃

一六
八
八
頃 

一六
八
七

一六
六
一

一六
四
四

一六
四
二

一六
三
二

一六
一
七

一
六
〇
三

一
六
〇
〇

一
五
九
〇

一
五
七
六

一
五
六
九
頃

一
五
六
〇 

一
五
四
九

一
五
四
三

一
五
四一

一
五
三
四

一
五
二
二

一
五
一
七

一四
九
五

一四
九
二

一四
八
九

一四
七
九

一四
六
七

一四
五
三

一四
五
〇
頃 

一四
三
八

一四
三
四

一四
三
二

一四一
〇
頃

一三
九
七

一三
九
二

一三
七
八

一三
六
八

一三
三
九

一三
三
八

一三
二一

一二
九
九

一二
五
〇
頃

一二一
六

一二
〇
九

一二
〇
六

一二
〇
三

一一
九
二

一一八
〇

一二
世
紀

一一
六
三

一一
五
〇
頃

一
〇
九
六

一
〇
九
四

一
〇
五
三

一一
世
紀
前
半 

一
〇
一二
頃

九
六
二

九
六
〇

八
九
四

八
〇
〇

七
九
四

七
五
六
頃

七
五
二

七
一
〇

六
四
五

六
三
〇

六
二
三

六一八
六
一
〇
頃

六
〇
四

七
世
紀

六
世
紀

五
三
八
頃

五
二
七

四
七
六

四
六
〇
頃

三
九
五

三
九
二

三
八
四

三
八
〇

三
六
六

三
三
〇

三一三
二
世
紀

一二
五
頃

一
〇
五
頃

五
七

前
四
頃

前
二
七

前
二
二一

前
三
三
四

前
四
三
八

前
五
〇
〇

前
五
五
一
頃

前
五
六
六
頃

前
八
〇
〇

前
一
五
〇
〇
頃

前
一
七
二
八
頃

前
二
六
〇
〇
頃

前
三
〇
〇
〇
頃

前
三一
〇
〇
頃

日
本（
東
洋
）

様
式
と
時
代

西
洋

美
術
・
一
般
史

先史
初期中世美術

メソポタミア文明

エーゲ海文明

エジプト文明

ギリシャ文明 ローマ美術

初期キリスト教美術

ビザンチン

インダス インド仏教 ペルシャ イスラムガンダーラ

石器時代 殷・周・春秋戦国・秦
漢 南北朝 隋 唐 五代 北宋 南宋 元 明 清 中華民国 中華人民共和国

衛氏朝鮮 高句麗 三国（高句麗、百済、新羅） 新羅 高麗 李氏朝鮮 韓国 朝鮮民主主義人民共和国
三漢 大韓民国

縄文 弥生 古墳 飛鳥 奈良 平安 鎌倉 室町 安土桃山 江戸 明治 大正 昭和 平成
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菩薩立像 2～3世紀頃
（パキスタン）

ヴィレンドルフの
ヴィーナス
旧石器時代

ラスコー洞窟壁画 旧石器時代 パルテノン神殿 紀元前447～前438

獅子門 紀元前14世紀頃

ハギア・ソフィア大聖堂
再建532～修復563

ピサ大聖堂 
1063起工

アミアン大聖堂 1288

沼地での狩猟（墓室壁画の部分）
紀元前15世紀

サント＝マドレーヌ大聖堂
壁面の彫刻 
9世紀

ヨアキムと羊飼いたち 1304～06頃
ジョット・ディ・ボンドーネ

土偶
前3000～前2000

火焔土器
縄文時代中期

アッカド王
前24～前23世紀
（イラク）

青銅器
前18～前11世紀（殷）

埴輪 踊る人々
6世紀

ミロのヴィーナス
紀元前130頃

プリマ・ポルタの
アウグストゥス像
14～29頃

サンタ・マリア・デル・フィオーレ
大聖堂のドーム部分 1420～34
フィリッポ・ブルネレスキ

南バラ窓と五つのランセット窓
1221～30

カタコンベ壁画 3世紀後半

彩文土器深鉢
紀元前4000頃

壺形土器
弥生時代後期

釈迦三尊像
623
鞍作止利

阿修羅像
734

玉虫厨子
須弥座絵
捨身飼虎図
7世紀中頃

如意輪観音菩薩像
840～850頃

胎蔵界
曼荼羅図
900頃

アンコール・ワット12世紀
（カンボジア）

弥勒菩薩
半跏思惟像
7世紀前半

ケルズの書
800頃

片輪車蒔絵螺鈿手箱
12世紀前半

v

●
印
、
赤
字
は
日
本
や
、
日
本
人
に
関
連
す
る
事
項

●
品
川
駅
│
名
古
屋
駅
間
で
リ
ニ
ア
が
開
業
予
定

ス
ペ
イ
ン
の
サ
グ
ラ
ダ・フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
完
成
予
定

●
日
本
国
際
博
覧
会（
通
称
二
〇
二
五
年
大
阪
万
博
）開
催
予
定

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
予
定

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
建
築
家
坂 

茂
が
プ
リ
ツ
カ
ー
賞
を
受
賞

●
宮
崎
駿
が
ア
カ
デ
ミ
ー
名
誉
賞
受
賞

●
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

●
テ
レ
ビ
放
送
の
完
全
デ
ジ
タ
ル
化

●
東
日
本
大
震
災

●
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
開
催

●
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
起
工（
│
一二
）

●
国
立
新
美
術
館
開
館

●
日
韓
で
サ
ッ
カ
ー・ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
共
催

米
国
で
同
時
多
発
テ
ロ

●
横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
始
ま
る

旧
火
力
発
電
所
を
テ
ー
ト・モ
ダ
ン
美
術
館
に
改
築

I
T
革
命

●
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

イ
ギ
リ
ス
、
中
国
に
香
港
を
返
還

韓
国
で
第
一
回
光
州
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
開
催

●
東
京
都
現
代
美
術
館
開
館

●
阪
神・
淡
路
大
震
災

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合（
E
U
）の
発
足

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
解
体

湾
岸
戦
争

東
西
ド
イ
ツ
統
一
、
冷
戦
終
結

シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
の
天
井
画
修
復
終
わ
る

天
安
門
事
件

オ
ル
セ
ー
美
術
館
開
館

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
チ
ョ
ル
ノ
ー
ビ
リ
で
原
発
事
故

米
国
で
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
発
売
さ
れ
る

ピ
カ
ソ
の「
ゲ
ル
ニ
カ
」、
ア
メ
リ
カ
か
ら
ス
ペ
イ
ン
に
返
還

イ
ラ
ン・イ
ラ
ク
戦
争（
│
八
八
）

「
新
表
現
主
義
」の
興
隆

ア
プ
ロ
プ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
流
用
）の
美
術
現
れ
る

ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻

●
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結

パ
リ
国
立
近
代
美
術
館（
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー・セ
ン
タ
ー
）開
館

南
北
ベ
ト
ナ
ム
の
統
一

●
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
開
催

●
沖
縄
諸
島
が
日
本
に
復
帰

●
岡
本
太
郎「
太
陽
の
塔
」を
制
作

●
日
本
万
国
博
覧
会
、
大
阪
で
開
催

宇
宙
船
ア
ポ
ロ一一
号
月
に
到
着

●
東
京
国
立
近
代
美
術
館
開
館

「
ア
ル
テ・ポ
ー
ヴ
ェ
ラ（
貧
し
い
芸
術
）」運
動
開
始

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体（
E
C
）発
足

文
化
大
革
命（
│
七
七
）

ベ
ト
ナ
ム
戦
争（
│
七
五
）

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

ナ
ム・ジ
ュ
ン・パ
イ
ク
、
初
の
ビ
デ
オ・ア
ー
ト
作
品
発
表

ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
暗
殺

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
グ
ル
ー
プ「
フ
ル
ク
サ
ス
」結
成

ベ
ル
リ
ン
の
壁
構
築

●
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
本
放
送
開
始

イ
ヴ・ク
ラ
イ
ン
ら
に
よ
る
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー・レ
ア
リ
ス
ト
展
開
催

●
国
立
西
洋
美
術
館
開
館

●
東
京
タ
ワ
ー
竣
工

ソ
ビ
エ
ト
、
人
工
衛
星
打
ち
上
げ

●
G
マ
ー
ク
制
度
発
足

●
棟
方
志
功
が
日
本
人
で
初
め
て
版
画
部
門
で

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア・ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
金
獅
子
賞
を
受
賞

ド
イ
ツ
で
第
一
回
ド
ク
メ
ン
タ
開
催

●
広
島
で
第
一
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
開
催

●
テ
レ
ビ
放
送
の
開
始

ラ
ウ
シ
ェ
ン
バ
ー
グ「
コ
ン
バ
イ
ン・ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
」発
表

●
ユ
ネ
ス
コ
加
盟

●
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約・日
米
安
全
保
障
条
約
調
印

●
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
開
館

●
日
本
宣
伝
美
術
会
結
成（
│
七
〇
）

朝
鮮
戦
争（
│
五
三
）

中
華
人
民
共
和
国
建
国

マ
テ
ィ
ス
、
ヴ
ァ
ン
ス
の「
ロ
ザ
リ
オ
礼
拝
堂
」の
装
飾
に
着
手（
│
五
一
）

ポ
ロ
ッ
ク
が
ア
ク
シ
ョ
ン・ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
始
め
る

●
日
本
国
憲
法
公
布

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
で「
抽
象
表
現
主
義
」が
起
こ
る

国
際
連
合
成
立

●
広
島
と
長
崎
に
原
爆
投
下
。
第
二
次
世
界
大
戦
終
了

第
二
次
世
界
大
戦（
│
四
五
）

ナ
チ
ス
が
退
廃
芸
術
展
を
開
催

ワ
シ
ン
ト
ン・ナ
シ
ョ
ナ
ル・ギ
ャ
ラ
リ
ー
設
立

ピ
カ
ソ「
ゲ
ル
ニ
カ
」を
制
作

ス
ペ
イ
ン
内
戦（
│
三
九
）

ア
メ
リ
カ
で
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム（
コ
ダ
ク
ロ
ー
ム
）が
完
成

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
、
ニュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
を
開
始

ナ
チ
ス
に
よ
り
バ
ウ
ハ
ウ
ス
閉
鎖

●
日
本
最
初
の
オ
ー
ル
ト
ー
キ
ー
映
画
公
開

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館（
M
o
M
A
）開
館

世
界
恐
慌
が
起
こ
る

リ
ン
ド
バ
ー
グ
、
大
西
洋
横
断
無
着
陸
飛
行

エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
、
映
画「
戦
艦
ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
」公
開

●
ラ
ジ
オ
放
送
開
始

ア
ー
ル・デ
コ
展（
現
代
装
飾
美
術・
産
業
美
術
国
際
博
覧
会
）開
催

ブ
ル
ト
ン「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
第
一
宣
言
」を
発
表

●
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
の
グ
ル
ー
プ
、
マ
ヴ
ォ
結
成

●
関
東
大
震
災

ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
成
立

メ
キ
シ
コ
で
壁
画
運
動
隆
盛

ガ
ボ
、
ペ
ヴ
ス
ナ
ー
ら
が
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言

国
際
連
盟
設
立

ワ
イ
マ
ー
ル
に
グ
ロ
ピ
ウ
ス
ら
が
バ
ウ
ハ
ウ
ス
創
設

デ
ュ
シ
ャ
ン
が「
泉
」を
発
表
し
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

モ
ン
ド
リ
ア
ン
ら
が「
デ・ス
テ
イ
ル
」グ
ル
ー
プ
結
成

ロ
シ
ア
革
命

ア
ル
プ
、
ツ
ァ
ー
ラ
ら
に
よ
り
ダ
ダ
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

第
一
次
世
界
大
戦（
│
一八
）

カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
と
マ
ル
ク
が
表
現
主
義
の
雑
誌「
青
騎
士
」を
発
行

中
華
民
国
の
成
立
、
清
の
滅
亡

中
国
で
辛
亥
革
命
起
こ
る

マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ「
未
来
派
宣
言
」を
発
表

ピ
カ
ソ
と
ブ
ラ
ッ
ク
、
キ
ュ
ビ
ス
ム（
立
体
派
）を
創
始

●
第
一
回
文
部
省
美
術
展
覧
会

パ
リ
で
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム（
野
獣
派
）と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

●
日
露
戦
争（
│
〇
五
）

ラ
イ
ト
兄
弟
が
初
飛
行
に
成
功

サ
ロ
ン・ド
ー
ト
ン
ヌ
設
立

メ
リ
エ
ス
、
映
画「
月
世
界
旅
行
」公
開

ア
テ
ネ
で
第
一
回
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

パ
リ
に
装
飾
美
術・工
芸
品
の
店「
ア
ー
ル・ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
」開
店

●
日
清
戦
争（
│
九
五
）

モ
リ
ス
が
ケ
ル
ム
ス
コ
ッ
ト
印
刷
所
を
設
立

エ
ジ
ソ
ン
、
動
画
カ
メ
ラ
を
発
明

●
大
日
本
帝
国
憲
法
公
布

●
岡
倉
天
心
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
東
京
美
術
学
校
設
立

●
鹿
鳴
館
完
成

サ
グ
ラ
ダ・フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
着
工

●
京
都
府
画
学
校
創
立

●
日
本
初
の
官
立
美
術
学
校
、
工
部
美
術
学
校
設
立

第
一
回
印
象
派
展
、
モ
ネ「
印
象
│
日
の
出
」を
出
品

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
設
立

●
明
治
維
新

●
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
初
参
加・
出
品

落
選
者
サ
ロ
ン
で
マ
ネ
の「
草
上
の
昼
食
」が
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争（
│
六
五
）

ダ
ー
ウ
ィ
ン「
種
の
起
源
」で
進
化
論
を
提
唱

ク
ー
ル
ベ「
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」

ロ
ン
ド
ン
で
最
初
の
万
国
博
覧
会

ア
ヘ
ン
戦
争（
│
四
二
）

ダ
ゲ
ー
ル
の
銀
板
写
真
、
ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
が
公
開
さ
れ
る

ロ
ン
ド
ン・ナ
シ
ョ
ナ
ル・ギ
ャ
ラ
リ
ー
本
館
完
成

●
葛
飾
北
斎
の「
冨
嶽
三
十
六
景
」刊
行
開
始

ニ
エ
プ
ス
が
現
存
す
る
最
古
の
風
景
写
真
を
撮
影

プ
ラ
ド
美
術
館
開
館

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
皇
帝
に
即
位
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
が
主
席
画
家
と
な
る

●
江
戸
を
中
心
と
し
た
町
人
文
化
が
盛
ん
に
な
る（
化
政
文
化
） 

ヤ
ン
グ「
三
原
色
説
」を
提
示

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
発
足

フ
ラ
ン
ス
革
命（
│
九
九
）

ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争（
│
八
三
）

●
杉
田
玄
白「
解
体
新
書
」を
刊
行

ワ
ッ
ト
の
蒸
気
機
関
と
産
業
革
命

ル
ソ
ー「
社
会
契
約
論
」を
刊
行

大
英
博
物
館
創
設

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
完
成

●
上
方
を
中
心
と
し
た
文
化
の
興
隆（
元
禄
文
化
）

ニュ
ー
ト
ン
、
万
有
引
力
の
法
則
を
発
表

ル
イ一四
世
の
絶
対
王
政（
│
一
七
一
五
）

清
の
中
国
統
一

清
教
徒
革
命（
│
四
九
）

タ
ー
ジ・マ
ハ
ル
造
営（
│
五
三
）

●
日
光
東
照
宮
造
営（
│
三
六
）

●
徳
川
家
康
、
江
戸
幕
府
を
開
く

イ
ギ
リ
ス
、
東
イ
ン
ド
会
社
設
立

●
豊
臣
秀
吉
、
全
国
を
統
一

●
織
田
信
長
、
安
土
城
を
築
城

ポ
ル
タ
が
カ
メ
ラ・オ
ブ
ス
ク
ラ
を
提
案

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
起
工

●
ザ
ビ
エ
ル
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
伝
来

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス「
天
体
回
転
論（
地
動
説
）」を
発
表

「
最
後
の
審
判
」を
完
成

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
正
面
の
大
壁
画

イ
グ
ナ
チ
ウ
ス・ロ
ヨ
ラ
、
イ
エ
ズ
ス
会
を
創
立

マ
ゼ
ラ
ン一
行
が
世
界
一
周
達
成

ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
運
動
始
ま
る

レ
オ
ナ
ル
ド・ダ・ヴ
ィ
ン
チ「
最
後
の
晩
餐
」制
作（
│
九
八
）

コ
ロ
ン
ブ
ス
、
西
イ
ン
ド
諸
島
発
見

●
慈
照
寺
銀
閣
建
立（
東
山
文
化
）

ス
ペ
イ
ン
王
国
成
立

●
応
仁
の
乱（
│
七
七
）

ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国
の
滅
亡

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
、
活
版
印
刷
術
を
発
明

フ
ラ・ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
、
サ
ン・マ
ル
コ
修
道
院
壁
画
を
描
く（
│
四
六
）

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
コ
ジ
モ・デ・メ
デ
ィ
チ
執
政
、
メ
デ
ィ
チ
家
の
台
頭（
│
六
四
）

フ
ァ
ン・エ
イ
ク
兄
弟「
ゲ
ン
ト
の
祭
壇
画
」を
完
成

ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
、
線
遠
近
法
を
開
発

●
鹿
苑
寺
金
閣
建
立（
北
山
文
化
）

李
氏
朝
鮮
の
成
立

教
会
大
分
裂（
│
一四一
七
）

明
の
中
国
統
一

百
年
戦
争
始
ま
る（
│
一四
五
三
）

●
足
利
尊
氏
、
征
夷
大
将
軍
に
な
る

ダ
ン
テ「
神
曲
」を
完
成

オ
ス
マ
ン・ト
ル
コ
建
国

●「
一
遍
上
人
絵
伝
」完
成

シ
ャ
ル
ト
ル
大
聖
堂
の
再
建
ほ
ぼ
完
成

ド
ミ
ニ
コ
修
道
会
創
立

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
修
道
会
創
立

チ
ン
ギ
ス・ハ
ン
の
モ
ン
ゴ
ル
統
一

●
東
大
寺
南
大
門
の
金
剛
力
士
立
像
完
成

●
源
頼
朝
、
鎌
倉
幕
府
を
開
く

●
平
重
衡
、
南
都
焼
き
討
ち
を
行
う

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
興
隆

パ
リ
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
建
築
開
始（
一二
五
〇
完
成
）

ア
ン
コ
ー
ル・ワ
ッ
ト
の
完
成

第
一
回
十
字
軍（
│
九
九
）

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
サ
ン・マ
ル
コ
大
聖
堂
再
建

●
平
等
院
鳳
凰
堂
建
立

中
国
で
初
め
て
木
製
の
活
字
が
作
成
さ
れ
る

●
紫
式
部「
源
氏
物
語
」を
完
成

オ
ッ
ト
ー
大
帝
ロ
ー
マ
で
戴
冠
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
成
立

宋
の
建
国

●
遣
唐
使
停
止

カ
ー
ル
大
帝
ロ
ー
マ
皇
帝
戴
冠

●
平
安
京
に
遷
都

●
正
倉
院
開
設

●
東
大
寺
大
仏
開
眼

●
平
城
京
に
遷
都

●
大
化
の
改
新

●
第
一
回
遣
唐
使
の
派
遣

●
鞍
作
止
利
、
法
隆
寺
金
堂
釈
迦
三
尊
像
制
作

唐
の
建
国

イ
ス
ラ
ム
教
の
成
立

●
聖
徳
太
子
、
十
七
条
の
憲
法
制
定

中
国
で
木
版
印
刷
の
発
明

モ
ザ
イ
ク
壁
画
の
興
隆

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
大
宮
殿
建
設

●
百
済
か
ら
仏
教
伝
来

ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
即
位（
│
六
五
）

西
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

雲
崗
石
窟
寺
院
の
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
東
西
に
分
裂

ロ
ー
マ
帝
国
、
キ
リ
ス
ト
教
を
国
教
と
す
る

百
済
に
仏
教
伝
来

サ
ン・ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
建
立

敦
煌
、
千
仏
洞
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
遷
都

キ
リ
ス
ト
教
公
認（
ミ
ラ
ノ
勅
令
）

西
北
イ
ン
ド
で
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
が
栄
え
る

ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
帝
、
パ
ン
テ
オ
ン
を
再
建

中
国（
後
漢
）で
蔡
倫
が
製
紙
法
を
発
明

●
倭
の
奴
国
王
、
中
国（
後
漢
）に
使
い
を
送
る

イ
エ
ス・キ
リ
ス
ト
誕
生

ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
即
位・ロ
ー
マ
帝
国
誕
生

秦
の
始
皇
帝
が
中
国
を
統
一

マ
ケ
ド
ニ
ア
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代（
│
前
三
〇
）

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
の
東
征（
│
前
三
二
五
）

ア
テ
ネ
に
パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿
完
成

ペ
ル
シ
ャ
戦
争（
│
前
四
七
九
）

孔
子
誕
生

仏
陀
誕
生

ギ
リ
シ
ャ
各
地
に
都
市
国
家
成
立

殷
の
国
が
栄
え
る

バ
ビ
ロ
ニ
ア
王
国
、
ハ
ム
ラ
ビ
王
即
位

ク
フ
王
の
大
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
建
設

エ
ジ
プ
ト
で
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ（
神
聖
文
字
）の
使
用

エ
ー
ゲ
文
明
の
発
生

楔
形
文
字
の
使
用

シ
ュ
メ
ー
ル
人
が
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
定
住
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一
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五

一
九
三
九

一
九
三
七

一
九
三
六

一
九
三
五

一
九
三
三

一
九
三一

一
九
二
九

一
九
二
七

一
九
二
五

一
九
二
四

一
九
二
三

一
九
二
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一
九
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三
〇
年
代

一
九
二
〇

一
九
一
九

一
九
一
七

一
九
一
六

一
九
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一
九
一二

一
九
一一

一
九
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九

一
九
〇
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│
〇
八

一
九
〇
七

一
九
〇
五

一
九
〇
四

一
九
〇
三

一
九
〇
二

一八
九
六

一八
九
五

一八
九
四

一八
九
一

一八
八
九

一八
八
七

一八
八
三

一八
八
二

一八
八
〇

一八
七
六

一八
七
四

一八
七
〇

一八
六
八

一八
六
七

一八
六
三

一八
六
一

一八
五
九

一八
五
五

一八
五
一

一八
四
〇

一八
三
九

一八
三
八

一八
三一
頃 

一八
二
六
│
二
七
頃

一八一
九

一八
〇
六

一八
〇
四

一八
〇
四
頃 

一八
〇
一

一
七
九
三

一
七
八
九

一
七
七
五

一
七
七
四

一
七
六
五

一
七
六
二

一
七
五
三

一
六
九
〇
頃

一六
八
八
頃 

一六
八
七

一六
六
一

一六
四
四

一六
四
二

一六
三
二

一六
一
七

一
六
〇
三

一
六
〇
〇

一
五
九
〇

一
五
七
六

一
五
六
九
頃

一
五
六
〇 

一
五
四
九

一
五
四
三

一
五
四一

一
五
三
四

一
五
二
二

一
五
一
七

一四
九
五

一四
九
二

一四
八
九

一四
七
九

一四
六
七

一四
五
三

一四
五
〇
頃 

一四
三
八

一四
三
四

一四
三
二

一四一
〇
頃

一三
九
七

一三
九
二

一三
七
八

一三
六
八

一三
三
九

一三
三
八

一三
二一

一二
九
九

一二
五
〇
頃

一二一
六

一二
〇
九

一二
〇
六

一二
〇
三

一一
九
二

一一八
〇

一二
世
紀

一一
六
三

一一
五
〇
頃

一
〇
九
六

一
〇
九
四

一
〇
五
三

一一
世
紀
前
半 

一
〇
一二
頃

九
六
二

九
六
〇

八
九
四

八
〇
〇

七
九
四

七
五
六
頃

七
五
二

七
一
〇

六
四
五

六
三
〇

六
二
三

六一八
六
一
〇
頃

六
〇
四

七
世
紀

六
世
紀

五
三
八
頃

五
二
七

四
七
六

四
六
〇
頃

三
九
五

三
九
二

三
八
四

三
八
〇

三
六
六

三
三
〇

三一三
二
世
紀

一二
五
頃

一
〇
五
頃

五
七

前
四
頃

前
二
七

前
二
二一

前
三
三
四

前
四
三
八

前
五
〇
〇

前
五
五
一
頃

前
五
六
六
頃

前
八
〇
〇

前
一
五
〇
〇
頃

前
一
七
二
八
頃

前
二
六
〇
〇
頃

前
三
〇
〇
〇
頃

前
三一
〇
〇
頃

日
本（
東
洋
）

様
式
と
時
代

西
洋

美
術
・
一
般
史

先史
初期中世美術

メソポタミア文明

エーゲ海文明

エジプト文明

ギリシャ文明 ローマ美術

初期キリスト教美術

ビザンチン

インダス インド仏教 ペルシャ イスラムガンダーラ

石器時代 殷・周・春秋戦国・秦
漢 南北朝 隋 唐 五代 北宋 南宋 元 明 清 中華民国 中華人民共和国

衛氏朝鮮 高句麗 三国（高句麗、百済、新羅） 新羅 高麗 李氏朝鮮 韓国 朝鮮民主主義人民共和国
三漢 大韓民国

縄文 弥生 古墳 飛鳥 奈良 平安 鎌倉 室町 安土桃山 江戸 明治 大正 昭和 平成
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菩薩立像 2～3世紀頃
（パキスタン）

ヴィレンドルフの
ヴィーナス
旧石器時代

ラスコー洞窟壁画 旧石器時代 パルテノン神殿 紀元前447～前438

獅子門 紀元前14世紀頃

アヤ・ソフィア
再建532～修復563

ピサ大聖堂 
1063起工

アミアン大聖堂 1288

沼地での狩猟（墓室壁画の部分）
紀元前15世紀

サント＝マドレーヌ大聖堂
壁面の彫刻 
9世紀

ヨアキムと羊飼いたち 1304～06頃
ジョット・ディ・ボンドーネ

土偶
前3000～前2000

火焔土器
縄文時代中期

アッカド王
前24～前23世紀
（イラク）

青銅器
前18～前11世紀（殷）

埴輪 踊る人々
6世紀

ミロのヴィーナス
紀元前130頃

プリマ・ポルタの
アウグストゥス像
14～29頃

サンタ・マリア・デル・フィオーレ
大聖堂のドーム部分 1420～34
フィリッポ・ブルネレスキ

南バラ窓と五つのランセット窓
1221～30

カタコンベ壁画 3世紀後半

彩文土器深鉢
紀元前4000頃

壺形土器
弥生時代後期

釈迦三尊像
623
鞍作止利

阿修羅像
734

玉虫厨子
須弥座絵
捨身飼虎図
7世紀中頃

如意輪観音菩薩像
840～850頃

胎蔵界
曼荼羅図
900頃

アンコール・ワット12世紀
（カンボジア）

弥勒菩薩
半跏思惟像
7世紀前半

ケルズの書
800頃

片輪車蒔絵螺鈿手箱
12世紀前半

v

ページ・行 原　　　　　文 訂　　正　　文 理由

105ページ
下段右 近年の一般

的な表記に
統一するた
め。

108ページ
下段左

外務省が発
表した最新
の表記に統
一するため。

122ページ
下段右 誤記

この内容についてのお問い合わせ先　編集部直通 03-3389-4623


